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第 1章 研究史 
第１節 はじめに 
 異文化の人々との接触は新しいことではないが、グローバリゼーションの結果、近年で
は、仕事、勉強、または単に住んでみるために他の国に行く人の数は急増している。その
ために文化間の相互作用の悪影響がより認識され始めている。  
 福田元首相（総理在職期間 2007－2008）は、2008 年に交換留学生のための計画を発表
し、2020 年までに日本の大学に留学する交換留学生の数を 30 万人にすることを目標とし
ていた(OECD, ADBI, ILO, 2015)。この計画では、入学試験や入学手続きなどの詳細な情報
を提供する、大学を国際化し、留学生を受け入れる準備をする、 留学生の日本生活の円滑
化を図る、卒業後の就職を支援するといった活動が盛り込まれている。そのような活動の
成果もあり、2016年に外国人入国者数は 2,321万 8,912人 (MOJ, 2017)であった。 
 今後も日本に在住する外国人の数は増えると予想されるため、外国人がどのように日本
の文化に適応するのか、適応の際に生じる問題や困難が日常生活にどういった影響を与え
るのか、といったことに関する研究が増えている。 
第２節 文化の概念 
 個人が新しい文化に遭遇する過程を記述するためには、まず文化の概念を記述できるこ
とが不可欠である。それにもかかわらず、文化は非常に複雑な概念であり、文化の研究と
定義は、グループレベル、産業、人類学、社会学などの異なるレベルと分野で行われるの
で、研究がより複雑になる。 
 しかし、さまざまな分野で使われている概念のほとんどは、実際にはタイラー (1920)が
述べた用語の適応である。彼によると、文化は知識、信念、芸術、道徳、法律、社会の一
員として個人が得ることができる他の習慣や能力を示す複雑な総体である。 
 トロンペナーズとハンプデン・ターナー（1997）は、文化の概念を考える上で有用な方
法の一つとして、問題解決に関係があることを指摘している。彼らは「文化は、あるグル
ープの人々が問題を解決し、ジレンマを和解させる方法である」と述べている。しかし、
初めて新しい文化と交流するときは、文化の外層である観察可能な部分だけを知覚するこ
とができるため、個人がどの問題解決戦略を用いるかを観察することは困難である。 
 トロンペナーズとハンプデン・ターナー(1997)は、文化が 3 つのレベル（または層）間
の相互作用の結果であると論じている。 
 明示的な文化： 
 それは人々が文化を見るものと関連しているので、通常、行動、食べ物、言語、フ
ァッション、建物、神社、住宅などを含んでいる。これは表面的なレベルなので、こ
の層に接触するためには文化に完全に入る必要はない。 
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 中間層： 
 この層は、規範と価値、すなわち言い換えれば、文化の中で正しいものと誤ったも
のとみなされるものと関連している。人々は規範と価値によって導かれているため、
この層は行動の背後にある理由も含んでいる。 
 規範は、どのような行動が受け入れられるかについて人々が確信を持てないときに
従うガイドを与える。価値は規範を実践するための基準として役立つ。価値はルール
の背後にある信念である。 
 暗黙の文化： 
 文化の最も深い層。問題を解決するための前提条件、ルール、方法に関連している。通
常、文化の中にいる人々は、問題を解決するために使用する方法を意識していないので、
この仮定や規則は、それらによって認識することは困難である。 
 トロンペナーアズとハンプデン・ターナーは、それぞれの国が独自の仮定、規則、方法
を持ち、それらを決定し記述することが可能であるという議論を続けていた。これは、各
国が独自の問題の歴史や解決方法を持っているからであり、ほとんどの場合、異なる文化
の規則や方法を使って新しい文化に適応しようとするのは難しい。 
文化的次元 
 カルチャーショックと文化変容に関するいくつかの研究では、参加者の出身国の文化は
適応の成功に関連する重要な要因の 1 つであった。出身国の文化と新文化があまりにも異
なる場合、適応プロセスは個人にとってより困難である。 
 例えば、ズロビナーと共同研究者(2004)は、スペインに住む移住者の適応におけるカル
チャーショックの影響を研究した。研究は質的ディスカッショングループ（参加者 27 人）
と定量的アンケート（478 人の移民回答者）のミックスタイプであった。ホスト文化の 3
つの特徴が参加者のカルチャーショックの発展に最も多く寄与していることが判明した：
「国のより良い経済社会組織の認識」、「男女平等の高等教育」、および、「消費者主義
の高水準」。著者にとって、出身国の文化と新文化との間の知覚される差異の程度は、研
究集団におけるカルチャーショックを引き起こすもとに影響を及ぼす最も重要な因子の 1
つである。 
 ベネズエラで行われた研究 (Bautista, 2004) では、20 人のアメリカ人学生のカルチャ
ーショックのプロセスが定性的に分析された。生徒の出身国の文化を分析し、ベネズエラ
の文化で重要な要素とアメリカの文化で重要な要素を比較することを目的として、研究
は実施された。このためにトロンペナーアズの文化理論を使用した。バウティスタは、両
国の文化的価値の違いが大きいほど、学生が適応することがより困難であると考えた。具
体的には、「コミュニケーションと言語」、「個人主義対集団主義」、「経済」、そして
「日常生活のルーチン」と相互作用に関するものである。 
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 トロンペナーアズとハンプデン・ターナーは、ビジネス理論的枠組みの中から異なる文
化の違いを説明する。モデルを開発するために、彼らは世界中の 40 カ国の様々な文化に
おける人々の好みと価値について 10 年間研究した。彼らは 46,000 人以上の参加者を調査
した。 それらのすべてはビジネスマネージャーであった。 
 このように、彼らは、他者、時間、自然との関係の中で人々がさまざまな解決方法をど
のように持っているかに基づいて文化の 7 つの次元を述べていた  (Trompenaars & 
Hampden-Turner, 1997)。その次元を代表する国に関する研究もある(Gutterman, 2016)： 
1. 普遍主義対特定主義（規則 VS関係）: 
 この次元は、人々が他者の行動をどのように判断するかと関係している。 普遍主義文化
は、規則、契約、方法にもっと焦点を当てている。特定主義文化は人々の関係に焦点を当
てており、ルールや方法は特定のニーズを満たすために変更したり適応させたりすること
が可能である。 
 この次元に関する研究の大半は米国からのものである。 筆者は、普遍主義は近代化、あ
るいはより複雑で先進国と関連していることに同意する。 特定主義は、個人的にお互いを
知ることができる小規模なコミュニティに関連している。 
 典型的な普遍主義国：オーストリア、ドイツ、スイス、日本、米国、カナダ。 
 典型的な特定主義国：韓国、ロシア、インド、ラテンアメリカ、中国。 
 
2. 個人主義と集団主義（個人 VSグループ）: 
 この次元は、個人またはグループの利益に向かう傾向に従って文化を分類する。個人主
義はしばしば近代性に関係し、同じように、集団主義は失敗した共産主義社会に関係して
いる。しかしながら、著者によると、これらの特性は相反的ではなく、相補的である。 
 興味深いのは、個人主義がほとんどすべての英語の国々で観察可能であるということで
ある。それは、英語の中で最も大文字にされた文字「I」（私）との関係があるのかもしれ
ない。 
 宗教と個人主義と共産主義との間にも関係がある。研究によると、カトリックの国は、
コミュニティ主義で高いスコアが出ていた一方、プロテスタントは低くなっている。 
 典型的な個人主義国：米国、ナイジェリア、イスラエル、カナダ、ルーマニア。 
 典型的な共産主義国：日本、ラテンアメリカ、シンガポール、タイ、インド、アフ
リカ諸国。 
 
3. ニュートラル対感情（理性 VS感情）:  
 理性と感情は人間関係において重要な役割を果たす。愛情的な国は感情に依存しながら、
ニュートラル国は主に理性に依存する。トロンペナーアズとハンプデン・ターナーは、こ
れらを人々の行動にから観察している。 
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 感情的な国からの人々は、人前で笑い、にこやかで、騒いて、ジェスチャーすることに
よって、自分の気持ちを自由に表現する；ニュートラル国の人々は、他人に見せずに自分
の気持ちをコントロールしようとする。 
 友情関係の発展もこの次元と関係している。ニュートラル国では、友情は人生の早い段
階から始まり、長年続く傾向があるので、成人期に見知らぬ人と新しい有意な友情を始め
ることは比較的困難である。それに対して、感情的な国では友情はいつでも開始または終
了することができる。 
 ユーモアはニュートラルで情緒的な国でも異なっている。ジョーク、アイロニー、ユー
モアの使用は、通常、言語の使用に依存するため、外国人は誤解しがちである。 
 典型的な中立国：スウェーデン、英国、日本、シンガポール、オランダ、フィンラ
ンド、ドイツ。 
 典型的な感情国：ポーランド、イタリア、ラテンアメリカ、フランス、スペイン。 
 
4. 特定対拡散（関わる程度）:  
 この次元は、人々が他の人の特定の生活領域に関与する程度、または同時に複数の領域
に広く関与する程度に関連している。特定の国では、人々は自分の人生のさまざまな側面
の役割を分け、それを混ぜ合わせない。たとえば、仕事中は仕事についてしか考えず、個
人的な関係は仕事のパフォーマンスに影響しない。 
 しかし、拡散の国では、すべての生活領域が他の領域に浸透する傾向がある。個人と私
事は通常仕事と混じり合い、互いに影響を及ぼす。また、評判はこれらの国の重要な特徴
である。 
 一般的には、拡散国の人々は、自分の考えは自分の一部として、とらえて、個人的な方
法で批判を取る傾向にある。 
 典型的な特定の国：米国、スイス、英国、カナダ、ドイツ、スカンジナビア諸国、
オランダ。 
 典型的な拡散の国：日本、ラテンアメリカ、スペイン、ロシア、インド、中国。 
 
5. 達成対帰属（どのようにステータスが与えられるか）: 
 すべての社会は、特定の個人に高い地位を与え、そのような人とその活動に特別な注意
を払う。しかし、一部の社会は、成果、知識と能力の実証（達成状況）に基づいてこの特
別な地位を与えるが、他の社会は年齢、階層、階級、性別、社会的結びつき、教育など
（帰属状態）に基づいてそれらを与える 。 
 典型的な達成国：米国、カナダ、オーストラリア、スカンジナビア。 
 典型的な帰属国：フランス、イタリア、ハンガリー、ロシア、日本、サウジアラビ
ア。 
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6. 連続対共時（どのように時間を管理）: 
 文化が異なれば関係性も異なるのように、時間の認識と管理は国によっても異なる。連
続的知覚は、経過時間の一連のイベントとして時間を見ることに関連する。共時的知覚は
時間を過去、現在、未来として認識し、相互に影響を及ぼし合っていると認識する。 
 連続の国の人々は、ターンを尊重しながら、順番に行動することを重視している。一方、
共時の国の人々は、重要性は順序のものではなく、効率性の観点から、目標への最短方法
を模索することにある。 
 連続の国の人々は、通常、物事を行うために以前考えられた道を持っている。予期せぬ
事態が発生した場合、混乱し、効果のない方法で応答する傾向がある。時間を尊重するこ
とは何か厳格なものなので、遅刻することは困ることになる。柔軟にすることはできない
ので、スケジュールも変更できない。 
 共時なスタイルは、人々が多様な活動に同時に注意を払い、短期間で決定を下すことを
要求する。これは間違いやミスにつながる可能性がある。また、共時の国の人々は順番を
待って尊敬することが困難である。 
 典型的な連続の国：ドイツ、英国、米国。 
 典型的な共時の国：ラテンアメリカ、日本。 
 
7. 内向きと外向き（自然との関係）: 
 内向きの社会は、自然の力を支配して生存を確保し、そこから最も多くの栄養を得るべ
きだと考えている。彼らにとって、自然はその運営者に従わなければならない機械のよう
である。反対に、外向きの社会は、人間は自然の一部であり、その法律や道に沿って、そ
れに沿って行動しなければならないと信じている。自然はパートナーであり、両者の助け
を借りて、必要なすべてのリソースを手に入れ、バランスを保つことができる。 
 この次元は、人々が制御と影響の価値をどのように認識しているかと関係している。内
向きの国は非常に高い管理力を持ち、積極的に自分の利益のために自然を変えようとする
傾向がある。外向きの国は、人生における自然の影響を尊重し、評価、自分のプロセスを
より受動的な方法で変える。 
 典型的な内向け国：米国、英国、オーストラリア、イスラエル。 
 典型的な外向き国：スウェーデン、中国、韓国、インド、イタリア、日本、ラテン
アメリカ、オランダ。 
 これらの 7 つの文化的次元から、感情と関わる程度の相互作用は、新しい文化に直面し
ているビジネスパーソン以外の個人にとって特に重要である。 パーソンズ (Parsons & 
Shils, 1951)は、「感情象限」で関係の重要性を説明している。 
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 象限に基づいて、個人は感情的であるかもしれないが、他の人に関与していないことも
ある； 中立でありながら、個人的なことに深く関わっている； 感情表現的で個人的に関
与する；または、単に中立的かつ無関係である。 各種類の相互作用には期待される関係報
酬と否定的な評価がある（図 1.1）： 
図 1.1 感情象限 
 
 拡散 - 感情的インタラクション（Diffuse-Affective・DA）： 
 期待される報酬は、個人の生活の 1 つまたは 2 つの領域だけでなく、全体としての
生活においても喜びを強く表現するので、「愛」である。 否定的な評価は「嫌悪」で
ある。 
 拡散 -ニュートラル・インタラクション（Diffuse-Neutral・DN）： 
 期待される報酬は、それが多くの人生の役割において表現された称賛であるが、愛
と同じくらい強いものではないので、「尊敬」である。 否定的な評価は「失望」であ
る。 
 特定 - 感情的インタラクション（Specific-Affective・SA）： 
 期待される報酬は特定の時間または人生の役割に対する関心の強い反応であるので、
「応答性」である。 否定的評価は「拒絶」である。 
 特定 - ニュートラル・インタラクション（Specific-Neutral・SN）： 
 期待される報酬は、タスク、仕事、または個人的な役割に関連する特定的と非情緒的な
状況における「承認」である。 否定的な評価は「批判」である。 
 トロンペナーアズとハンプデン・ターナーは、これらの 4 つの側面（愛、尊敬、応答性、
承認）についての国民の傾向を測定した。 結果は図 1.2のように要約できる。 
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図 1.2 感情象限の中の国 
 このように、大陸に関連する明確なルールは存在しないが、宗教やコミュニケーション
スタイルなどの他の要素との関係が見られる。 
文化的アイデンティティ 
 個人が文化を自分のものと認識するプロセスは、生まれた場所や育った場所から決めら
れるだけではなく、はるかに複雑な問題である。Cultural Specificity（文化の特殊性）は複
雑な要素のシステムに関連しており、組み合わせに応じて特定の意味をとることができる 
(D' Antoni, 2010)。たとえ 2 人が同じ都市から来たとしても、異なるいくつかの特徴（家
族の状況、経済的なレベル、教育的なレベルなど）があるため、彼ら自身の文化の概念も
異なってくる。 
 「外国文化への適応の失敗が青年のメンタルヘルスに及ぼす影響」と題した研究 
(Sakata & Hiroi, 2010)で、滞在中に精神的健康問題を発症した米国で留学している 2 人の
日本人学生のケースが分析された。著者らは、学生が十分に確立された文化的アイデンテ
ィティーを持っていない場合、新しい環境に適応できないというストレスが精神病理を引
き起こすのに十分であると論じている。サポートグループ（友人または家族）の欠如は重
要な要因と見なされた。さらに、患者の母国語で面接できるカウンセラーを雇う必要があ
ることも指摘されている。カウンセラーが出身国について客観的な知識を持っている場合、
患者の問題を理解することはより簡単になる。 
第３節 カルチャーショック理論 
 カルチャーショックの研究は、比較的に新しい研究であり、1960 年にオーベルグ 
(Oberg, 1960)の概念を初めて使用した時代からのものである。それ以来、異なる国の異な
る研究は、起源のものと異なる文化に挿入されたという影響を研究してきた。  
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 オーベルグは新しい文化との接触から生じるストレスと不安の結果としてカルチャーシ
ョックを概念化した。出身国の文化とその社会的ルールからの分離に起因する喪失、混乱、
無力感の感覚に重点を置いた。 
 一方、ウィンクルマンはカルチャーショックを、異なる文化との接触から生じるストレ
スを感じる経験と述べている (Winkelman, 1994)。ウィンクルマンは、「ショック」とい
う言葉に対して国民の反応が非常に否定的だったと思ったので、概念を「文化適応」に変
えていたと考えた。しかし、ウィンケルマンは、オーベルグと同様に、カルチャーショッ
クの負の影響が、個人の日々の生活に大きな影響を与える心理的危機や社会的機能障害を
引き起こす可能性があることを強調した。最も重大な場合には、認知的疲労、役割ストレ
ス、および同一性の喪失、およびこれらに関連する影響を受ける。 
 タフト (1977)は、オーベルグとウィンクルマンの概念の両方を検討し、カルチャーショ
ックは、新しい環境に対処することができないことから生じた無力感であり、主にその新
しい環境の認知側面とロールプレイングスキルに熟知していないためであると主張してい
る。 
 しかし、ベリーは、カルチャーショックという言葉に代わるものとして、「文化変容」
という概念を導入した。研究「カナダの中国人の心理適応」 (1991), では、ベリーとゼン
グはストレスの一種としてカルチャーショックを再定義した。この特定の種類のストレス
では、ストレッサーは、不安、うつ、疎外感、心身症、およびアイデンティティの混乱を
伴う、文化的変容のプロセスで生じる。 
 世界の国際化とグローバル化  (Altbach & Knight, 2007)の結果、移住者、留学生、難民、
ビジネスパーソン、旅行者、さらには観光客まで、カルチャーショックの影響を受ける
人々が増えている。 
 しかし、近年の研究の多くは、他国での勉強が世界の国際化とグローバリゼーションに
対処する貴重なツールと見なされているため、留学生のカルチャーショックの影響に焦点
を当てている (Altbach & Knight, 2007)。そうする動機には、商業的利点、知識と言語の獲
得、国際的な内容のカリキュラムの強化などが含まれる。しかし、この経験はまた、新し
い文化環境に直面している学生や新しい学生を受け入れる施設にとって重要な課題である。 
 アラムディーとアート (2016)は、海外留学の課題と利点について研究した。彼らは、米
国で留学する留学生の増加（1972 年の 146,000人の学生から 2015 年の 974,926 人へ）は、
必要な支援が不足している高等教育機関の問題であると述べている。筆者らは、留学生が、
言語課題、新しい学習システムへの適応、ホームシック、差別、孤立感、ヘルスケアや金
融システムに関連する社会文化的問題に遭遇すると結論づけている。 
 「留学生の挑戦と調整」(Wu, Garza, & Guzman, 2015)の研究では、筆者らは留学生の
数が増えるにつれて、大学が事前に準備をする必要があると述べている。このためには、
留学生がどんな困難を抱くことができるかを知ることも必要である。この研究は、米国南
部の 10 人の留学生の定性的なケーススタディである。学生は様々な国から選ばれた。結
果は、学問的、社会的、および文化的の 3 グループに分類された。学問的カテゴリーでは、
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「教授との交流」、「クラスメートからの隔離」、「言語バリア」、「親の期待の圧力」
が、社会的カテゴリーでは、「コミュニケーションパターン」が、文化的カテゴリーでは、
「時間厳守の概念への反応」、「留学生に対する偏見への反応」が問題として抽出された。 
 ニナ (2009) は、米国の公立大学の 62 人の留学生の学力を比較した。大学のカウンセリ
ングサービスを知らない留学生の学力ストレスのレベルは有意に高かった。また、学力ス
トレスレベルの高い留学生も貧しい心理的適応を報告した。心理的適応を測定するために、
気分の状態のプロファイル（Profile of Mood States）が用いられた。 
 しかし、もちろん、文化の変化の影響を受けるのは学生だけでない。チェンと共同研究
者 (2011)は、台湾のフィリピン労働者の文化知能、業績、カルチャーショックの関係を研
究した。Cultural Intelligence (CA) は、文化間の個々の相互作用の有効性の違いに関連する
構成概念として定義された。調査に参加したフィリピンの労働者は 382 人で、CA とカル
チャーショックとの間に負の相関があることが示された。労働者が新しい文化の中でどの
ように反応し、行動するかを知った時、カルチャーショックの影響で苦しむことが減った。 
カルチャーショックの段階 
 オーベルグ (1960)は、カルチャーショックを大きく 4 つのステージまたは段階に特定し
た。以下の通りである： 
1. ハネムーン（または観光）のステージ 
 これは、異なる文化との接触の最も基本的な体験である。主に観光客や短期滞在者
によって経験されている。この段階で異なる文化との接触の最も一般的な原因は、レ
ジャー旅行（休日、新婚旅行、短期出張など）に関連している。この段階の大部分は、
陶酔感、幸福、興味、興奮、新しい文化の理想などの気持ちが特徴である。いくつか
のケースでは、睡眠パターンの変化や身体的不快感がこの段階で現れることがあるが、
カルチャーショックとジェットラグの効果を区別することは困難である。 
 この段階の特徴はカルチャーショックの特性とは反対である。ウィンクルマン
(1994) は、旅行者や短期旅行の人々は、通常、ホテルや何らかの施設に滞在し、そ
の経験はその場所に限定されており、旅行者の態度は、通常、受動的であると考えて
いる。言い換えれば、短い旅行をするときに、新しい文化を完全に体験することは難
しいので、カルチャーショックは増加しない。 
 滞在時間の重要性に関するウィンクルマンのアイデアに関連して、チャップマン 
(2007) は、留学に出た 40人の日本人学生の期待を探った。学生の経験は、「言語の違
いに関連する課題」、「対人・社会的スキルの違い」、「ライフスタイルの違い」、
「視点の違い」の 4 つのグループに分類された。チャップマンは、海外留学の後、日
本人学生が帰国したときに起こったことや再適応を含む領域に研究を広げた。参加者
の反応は滞在期間の影響を強く受けた。例えば、1ヶ月間のプログラムで勉強した学生
は帰宅時に何の問題も感じなかった。しかし、海外により長くいた学生が、「コミュ
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ニケーションへの適応」、「文化差」、「行動調整」、「ライフスタイル調整」に心
配があった。 
 その他にも、池口 (2008) は、文化的学習が日本の 250人の外国人の適応にどのよう
に関連しているかを研究し、「滞在者」または「移住者」の観点から、さまざまな個
人を分類する必要があると述べている。旅行者、留学生、ビジネス旅行者は「滞在者」
グループに、移民、難民は「移民」グループにそれぞれ属している。また、「滞在期
間」、「旅行目的」、「文化的類似性と文化学習と適応」のそれぞれの関係を分析し
ている。その結果、日本に初めて来た者は、日本の頭を下げる行動に否定的な感情を
示したことが報告されている。その後 2 年から 10 年ほど滞在すると、反応は肯定的に
なる。しかし、驚くべきことに、滞在期間が 15 年を超える参加者は、わずかに否定的
な反応を示す。このことから、池口（2008）は、参加者を目的や滞在期間に分類する
必要があることを示している。 
2. 危機（または文化的ショック）のステージ 
 危機段階は、通常、新しい文化に滞在した最初の 1 ヶ月前後に現れる。しかし、到
着時にこの段階を経験する人々がいる。それは危機の出現と、否定的な経験と反応に
よって特徴づけられる。小さな問題は大きな問題になり、個人が新しい文化との交流
にもっと積極的に対応する必要があるため、文化的な違いが現れ始める。言語、交通、
宿泊施設、経済、社会的交流などの問題は、滞在時間が長くなるにつれて現れ始める。 
 この段階では、失望、欲求不満、焦燥感、緊張感、無力感、混乱などの感情が増え
る。心身症と身体的疲労も一般的である。家に帰ることを常に望んでおり、できない
ときは、この失望に関連した否定的な感情がある。 
 例えば、 ジョーハンソン (2010) が行った調査では、ミネソタ州立大学の 89 人の
留学生の中で、学生のストレスの原因が研究された。過去 12 ヶ月での経験の頻度の順
に、ストレスの要因は次のとおりだった：「財政」、「学業成績」、「英語能力」、
「移民ステータス」、「食べ物の相違」、「天気の違い」、「メジャーの選択」、
「社会的ルール」、「米国教育システムへの調整」、「過去 個人的なトラウマ」。学
生はまた、過去 12 ヶ月間の主な心配事項を報告した。最も顕著なものは、「財政困
難」、「不安」、「集中困難」、「時間管理不足」、「学問問題」であった。 
 ペンシルバニア州立大学で行われた研究では (Poyrazli, 2015) 、留学生の心理的な
症状と心配が分析された。さまざまな国からの１９８留学生が調査に参加した。尺度
には、人口統計情報、心理的症状と心配のチェックリストが含まれていた。その結果、
学生が直面した主な心配事は、（1）学問、（2）キャリア、（3）ストレスと関連して
いた。研究はまた、結婚した学生の心配の差を分析したが、結果は似ていた。また、
結婚した学生の 27％も婚姻の問題を抱えていると報告していた。 
3. 調整と再配向（または回復）のステージ 
 この段階は、個人が新しい文化に効果的に適応する必要を対するときに始まる。個
性に関連しているように、各個人によって異なる方法で経験される。新しい文化の違
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いに適応できず、危機の段階で母国に帰ること人がいる。帰国することは選択肢では
ない場合に（難民、学年を修了する必要がある学生の場合など）、個人は孤立に頼っ
て、可能な限り新しい文化との接触を避けることがある。 
 しかし、効果的に機能するためには、新しい環境に適応し、調整する必要があると
認識している人がいる。この段階では、文化の未知の側面を扱うために特別に設計さ
れた新しい問題解決スキルの開発が一般的である。これは、この段階で問題が消える
ことを意味するものではない（この段階で再び危機を起こすことさえある）。しかし、
それに直面する姿勢はよりポジティブに変化する。 
 外国人に新しい文化の仕組みを教えるという目的で作られたプログラムいくつかが
ある。稲葉 (2016)の研究では、日本にいるアメリカ人学生のカルチャーショックが研
究された。研究には、週 5 日の日本語と日本の文化研究に基づく短期研修プログラム
が含まれていた。アメリカ人の留学生は、発表やディスカッションを行いながら、日
本語の勉強をし、生け花、茶道、書道などの体験に参加して日本文化を学んだ。この
プログラムには、小学校での活動やスタッフとのパーティも含まれていた。この研究
は、学生の語学力を向上させることを目的としていたが、その目的の 1 つは、日本人
の文化を体験してカルチャーショックを軽減することであった。しかし、プログラム
の途中であっても、アメリカの学生は理解できなかった文化の側面と直接接触するこ
とに不快感を表明した。 
 杉原と共同研究者 (2011) の研究はカルチャーショックを中心としていなかったが、
前の研究と関連がある。44 人の留学生が山口大学のサマーキャンプに参加し、日本語
と文化に焦点を当てた。プログラムの主な目的は日本語の向上だったが、日本文化の
経験は学生の動機として見られた。実際、文化に興味を持ち、日本に関連して将来的
に働くことを希望していたのは、サマーキャンプの厳しい条件に耐えられる強い動機
であった。 
 セキ (2016) は、ベトナムで留学中の日本人学生を支援するための特別相棒プログラ
ムを開発した。この研究は、カルチャーショックが新しい文化について学ぶための第
一歩であると考えており、それは学生がその新しい知識を統合するために必要なこと
である。相棒計画は、カルチャーショックの第 1 段階で学生をサポートする方法とし
て開発された。プログラムの期間は 12 日で、日本人学生がベトナムの相棒と一緒に活
動し、コミュニケーションを発展させた後、地元の文化、伝統、概念を学ぶことに参
加した。日本人学生は困難に直面し、不満と誤解の気持ちを表明した。しかし、プロ
グラムの最後には、学生は新しい環境にもっと関わっていくことができ、さらに英語
を使うという自信が増したことが示された。 
4. 適応（または解決）のステージ 
 このより安定した段階は、個人が新しい文化に効果的に適応でき、問題を解決でき
るときに達成される。新しい文化の完全な同化はほとんど不可能であるため、個人は
文化的な新しいアイデンティティを養う、または発展させる傾向がある。 
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いくつかの研究では、二国間のアイデンティティの発達の重要性が見て取れる。「日
本社会における子どもの世話をする移民の母親の異文化経験：困難を乗り越える過程」 
(Kawasaki & Asahara, 2012)の研究では、首都圏に住む 8人の中国人母親の異文化体験
に対処するプロセスを研究した。母親が経験した問題は、「日本人の母親であること
を想像できず」、「異文化の壁に直面している」、「異文化間の経験で自己意識を失
った」、であった。  しかし、一部の母親は、日本と中国の両方の特徴を持つ母親とし
て新しいアイデンティティを創設することによって、この困難に対処する方法を見つ
けた。著者らは、子供を世話する必要性は、母親が観察学習と模倣によって新しい文
化に順応するよう動機づけたと結論づけている。 
後の作業で追加された第 5段階もある： 
5. 再突入ショック 
 逆カルチャーショック、または再入場調整とも呼ばれる。 これは、個人が新しい文
化に没頭することに成功した後、自分の文化に戻ったときに起こる。 調整プロセスは
前のステージで経験したものと同様である。 違いは、個人が「古い」生活のルーチン
に再同化する必要があることである。 
 予期せぬことであるので、再突入ショックはカルチャーショックよりも強い場合が
ある。 通常、外国に住む前に、個人は新しい文化についての情報を求めて、自分自身
を準備する。 しかし、自分の母国に戻ってきた人は、すでに自分の文化について知っ
ているので、準備はない。 個人は出身国の文化と自分もが変わったことが分かり、衝
撃になる。 
 この段階では、危機段階に似た感情や症状を体験することができる。 
 例えば、海外留学後に帰国した 66 人のアメリカ人学生に影響は、「海外から帰国し
た学生の逆カルチャーショック」という研究によって分析された (Gaw, 2000)。この調
査の主な目的は、逆カルチャーのショックが、自己報告された問題の重症度、カウン
セラーを見る意欲、学生サポートサービスの使用に影響を与えるかどうかを判断する
ことであった。それは、高いレベルの逆カルチャーショックを持つ学生が、低レベル
の学生よりも、個人的な調整や恥ずかしさの心配を報告する可能性が高いことが立証
された。また、カウンセラーを見る意欲は、逆カルチャーショックのレベルとは関係
がなかった。興味深い点は、逆カルチャーのショックが増加するにつれて、カウンセ
リングサービスの利用が減少したことである。 
 日本の研究者は、留学が日本の学生にどのように影響を与えるかにも興味がある。日本
の文部科学省によると、2015 年までに 84,456 人の日本人学生が留学していた (MEXT, 
2017)。学生の大半は米国、カナダ、オーストラリアの大学に入学していた。学生は、留
学を終えて母国に帰国したときにぶつかる再適応の問題について研究がいくつかある。   
 高濵と田中 (2011) の調査は、留学後帰国した日本人学生の課題に焦点を当てていた。
10 名の学生がアンケートに回答し、すべての参加者が逆カルチャーショックのある程度に
苦しんでいることが明らかになった。この研究の分析の一環として、自助団体の活動は、
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海外で帰国した学生を支援するのに適した選択肢であると結論づけられた。このようにし
て、学生は同様の特性を持つグループの中で自分の経験を共有することができる。同時に、
より多くの情報を収集して、海外での勉強の経験を最大限に活かすことができる。 
 さらに、筆者らは海外留学後に帰国した日本人学生を対象とした自助グループのプログ
ラムを開発した (髙濵 & 田中, 2013)。最初のセッションの主な目的は、逆カルチャーショ
ックに対処する方法を議論することであった。7 人の生徒が第 1 回会合に参加し、再入国
の難しさに対処する個人的な方法について話し合った。海外留学を経験した他の友人と体
験を共有する可能性は、再入国時のストレスを軽減する重要な戦略であると言われた。  
第４節 文化変容理論 
 文化変容の概念は、パウエル (1877)によって、異文化間の模倣に現れる心理的変化とし
て初めて記述された。彼の作品では、パウエルは、アメリカの文化を模倣しようとしてい
たが、彼ら自身の文化と模倣しようとしていた文化の両方の組み合わせで終わったインド
系アメリカ人について指していた。 
 1930 年代までには、文化変容の概念は多様であり、具体的にどのようなものかはまとめ
てられていなかった。そこで、レドフィールド、リントン、およびハースコビッツ(1936)
は、文化変容は異なる文化に属するグループが常に接触しているときに生じる現象であり、
グループの一方または両方の元の文化的パターンの変化を引き起こすと概念をまとめて述
べている。 
 この概念化では、文化変容は独占的なグループ現象である。 しかし、ベリー (1980)は、
文化変容は個人的な現象でもあり、個人の体験はグループが体験した経験と大きく異なる
可能性があると述べている。このため、文化変容は、異なる文化との接触の結果として個
人が経験した変化、そしてこの接触によって自分のグループが経験している変化のプロセ
スへの参加としてより広く定義される。 
 個々のレベルでは、文化変容は個人の行動の変化を伴う (Berry, 2005)。文化変容は、異
なる形態の個人やグループの収容を伴う文化的、心理的変化の過程であり、長期的な心理
的・社会文化的適応につながる。 
 文化変容プロセスは観光客、留学生、海外労働者、および移民にも表れるのが一般的で
ある。しかし、それは外国での生活を経験している集団も例外ではない。ある国が植民地
化や軍事侵攻に直面したときに、文化変容が起こる可能性があり、移住はいつも異なった
文化が接触する原因となっている。 
文化変容のストレス 
 文化変容プロセスには特性があり、その特性がストレスの原因になる可能性がある。
「文化変容的なストレス」と呼ばれるベリーの言葉は、オーベルグのカルチャーショック
の危機段階に相当する。新たな文化との接触に関連して個人が問題を経験するときには、
文化変容的なストレスが現れる。これは、様々な価値観、慣習、期待など、新しい環境へ
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の生理的かつ感情的な反応である (Berry, 2005)。このストレスは、通常、心身の症状、不
安、抑うつ、アイデンティティの混乱を伴う。 
 文化変容的なストレスは、新しい文化に適応するか、出身国の文化の価値を守るか維持
するかを選択するという圧力から生じる。新しい文化と出身国の文化の違い、言語、人種
差別や民族的優越感のような問題は、文化変容的なストレスの開発に影響を与える重要な
要素である  (Benatuil & Laurito, 2010)。 
 しかし、文化変容的なストレスにはステージや段階がなく、新しい文化との接触に現れ
る問題に対する否定的な反応としかみなされないが、このストレスは、現われたり消失し
たり繰り返すことがある。 
文化変容プロセスの一次元性と二次元性 
 文化的変容の理論家の中には、文化変容は一次元のプロセスであると考えている者もい
るが、ベリー自身のように、そのプロセスを二次元的なものと考えている者もいる(Berry, 
1980) 。 どちらの視点も、「遺産文化」と「主流文化」の概念を考慮している。 遺産文化
は被験者の起源の文化を指し、主流文化は新しい文化であり、旅行、移動、さらには植民
地化などのプロセスを通じて触れることができる。 
 一次元の視点では、個人は、図 1.3 に示すように、独占的に遺産文化から独占的に主流
文化に変化するアイデンティティの連続体の一部として認識される。(Gordon, 1964).  
 
図 1.3. 文化変容プロセスの一次元的視点 
 この視点の最も重要な特徴の一つは、新しい文化に多くの時間を費やす個人がより適応
するという仮定である。 すなわち、適応は時間の相対的なものである(Ryder, Alden, & 
Paulhus, 2000) 。 これは文化的特性がもはや遺産文化に匹敵しない移住者の第二世代で最
も明瞭に見ることができる。 
 文化的アイデンティティの連続体における個体の位置を決定するために、一次元理論家
は人口統計学的指標に基づいて論じている。 しかし、これは主流文化の言語を学びたいと
いう意欲、同じ国の人々との接触の頻度など、個人に関連する他の重要な要素は考慮され
ていない。 
 他方、二次元的視点は、遺産文化と主流文化が互いに独立して変化するプロセスである
と考えている。 
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 この視点は 2 つの要因に基づいている：第一は、個人のアイデンティティが遺産文化の
影響を強く受けることができるが、影響力の強さは個人によって異なることなので、一部
の人々にとっては、遺産文化は自分の自己概念の重要な部分であるが、他の人にとっては
それほど重要ではない。 第二の要因は、個人が複数の文化的アイデンティティを持つこと
ができることであり、独立して強度が変化し得る。 
 モデルの 2 つの次元は、個人の文化の価値に基づいており、「私の遺産文化を維持する
ことは価値があるのですか？」と「他のグループとの関係を維持することは価値があるの
ですか？」という質問に答えることで、測定されている (Ryder, Alden, & Paulhus, 2000)。
次元間の関係は、図 1.4のように表される。 
 
図 1.4. 文化変容プロセスの二次元的視点 
 ベリーの文化変容戦略 
 文化変容の自然な過程のために、個人と新しい文化は異文化交流に入り、紛争や交渉の
可能性を生み出す。ベリーには、文化変容の 4 つの基本戦略、あるいはそのニーズに直面
する方法がある (Berry, 1980)。 
 この戦略は、2 つの要素に基づいている。すなわち、文化変容自体についての態度と、
示した行動である。また、戦略は 2 つの軸の間に置かれている。文化遺産とアイデンティ
ティーの維持;そして新しい文化の中で求められる関係。 
 同化：文化的な維持にほとんど関心がないが、より大きい、新しい社会との交流の
好みがあるときに起こる。 
 分離：この戦略では、個人は新しい文化の人々との関わりを避けながら、自分の文
化の維持を求める。 
 統合：個人は文化的な維持に関心はあるが、同時に新しい文化との交流を積極的に
探している。 
 周辺化：この戦略は、個人が自分の文化的な維持にも、他者とのやり取り（出身国
の文化や新しい文化から）にも関心をもたないときに起こる。 
 これらの戦略は、文化変容の 2つの次元間の関係を表している（図 1.5）： 
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図 1.5. 二次元的視点からみた文化変容戦略の表現 
 これらの 4つの戦略は、静的ではなく流動的に用いられる。 戦略の選択は動的であり、
個々の行動は状況や文脈によって変化する。 
 ニュージーランドのウェリントンのビクトリア大学(Maydell-Stevens, Masgoret, & Ward, 
2007)の研究者は、文化変容プロセスと戦略のモデルに基づいて、ロシア語を話す移民の
心理学的および社会文化的適応の問題を研究している。この研究は、定性的な 6 ケースの
設計であった。参加者全員が再定住の初期段階で心理的苦痛を経験したが、後に文化変容
の戦略を選択した人は、彼らの適応に最も成功し満足していた。この適応プロセスに寄与
する要因は、移住動機、認識される損益の割合、文化的アイデンティティとして明らかに
なった。 
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第 2章 研究アプローチ 
第１節 研究課題 
 カルチャーショックのプロセスと文化変容の戦略の選択はどのように関連いるの
か？ 
 日本に滞在している外国人の適応プロセスはどうであり、出身国の感情象限型はこ
のプロセスにどの程度影響を及ぼしているか？ 
第２節 目的 
 本研究は 2つの段階に分かれる。 最初の段階は定量的な研究であり、最初の研究課題に
焦点が当てられている。第一段階の目的は、参加者の生活における様々な要因を、知覚さ
れるカルチャーショックレベルと文化変容戦略の選択に焦点を当てている。同様に、この
段階の重要な目標は、日本に住む外国人が直面する典型的な問題とその主な心配に関する
データを集めることである。 
1. 参加者のカルチャーショックの段階を決定する。 
2. 参加者の文化変容戦略の種類を決定する。 
3. 参加者の年齢、職業、宗教、家族状況、滞在期間、滞在目的などの社会経済的要因
の違いを調べる。 
4. 日本に住む外国人が日常生活の中で直面している主な問題と心配を調べる。 
5. 日本に住む外国人のための心理的支援のアクセシビリティを調査する。 
 第 2 段階の目的は、質的な方法で第二の研究課題に答える予定である。目標は、日本の
タイプと比較して参加者の出身国の「感情象限型」の重要性を判断することに焦点を当て
ている。 
6. 参加者の適応プロセスを分析する。 
7. 参加者の出身国の感情象限型を決定する。  
8. 出身国の感情象限型が適応プロセスにどのように影響するかを分析する。 
第３節 仮説 
1. 適応ステージと調整ステージにいる参加者は、統合戦略を選ぶ傾向がある。 
2. ほとんどの参加者は、言葉の壁と社会的な関係に関する心配がある。 
3. ほとんどの参加者は、外国人のための心理的支援のサービスについて知らない。 
4. 出身国の感情象限型が日本型と異なる場合、社会的やコミュニケーションスタイル
に関連する問題や心配が増える。 
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第 3章 方法 
第１節 研究デザイン 
 本研究は、まず定量的な調査が行われ、その結果が定性的な研究のための関連情報をも
たらす順次混合研究である。 
 定量的な段階では、外国人との活動に特化した 2 つの場所：八王子市にある首都大学東
京の留学生；と、 八王子国際協会が企画した活動に参加する外国人。 
 このような研究によって、カルチャーショックに関連して東京に住む外国人に関する基
本的な情報を見つけることが求められる。特に重点を置いて、文化的ストレスに影響を及
ぼす要因に重点をおいて探索する。 
 研究の次の段階では、10 人の参加者がインタビューされた。 出身国の感情と関わる程
度が日本文化への適応にどのように影響するかについての定性的分析が行われる。 同様に、
各グループの問題と心配が分析され、分類される。 
 本研究は非実験的かつ横断的である。この集団は安定しておらず、別のタイプの研究
（縦断研究など）を実行するのが困難である。 
第２節 参加者 
 定量的な段階では、サンプルは首都大学東京と八王子国際協会の中で偶然的に選択され
た。両者の必須の共通項目は、参加者が東京在住の外国人であり、滞在期間が 2 週間以上
であることであった。 
 首都大学東京では、留学生全員に電子メールで調査が行われた。 このメールはおよそ
400 人の学生に送られ、URL を使ってアンケートにアクセスして回答いただいた。八王子
国際協会の参加者は、物理によるアンケートで調査を受けた。 協会の活動中、特に日本語
の授業中に 120件のアンケートを配らって回答をいただいた。 
 どちらの場所においても、サンプルはランダム的に選択された。すなわち、必要な特性
を満たしたすべての外国人が参加する確率は同じであった。 
 両方の場所で合計 520 件の調査のうち、176 件が記入され、研究者に返還された。 176
人のうち 3 人は正しく記入されずので、除外されていた。サンプルは 173 人の参加者で構
成され、うち 56.6％が女性で残りの 42.8％が男性である。 
 参加者の年齢は 18歳から 58歳の範囲であった（M = 30.2、SD = 8.2）。 最も代表的な
年齢層は 18〜28 歳（53.8％）である（表 3.1）。 これは、参加者の 50.9％が学生である
と述べたので、「日本に滞在した理由」と関連している。  仕事は 2 番目に多い理由
（24.9％）だった。 
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表 3.1. 参加者の年齢分布 
年齢グループ 人数 パーセンテージ 
18-28 93 53.8 
29-38 54 31.2 
39-48 16 9.2 
49以上 10 5.8 
合計 173 100.0 
 36 カ国からの参加者があったが、参加者の出身国は特に幅があった。 参加者の大部分
は中国（21.4％）とベトナム（13.9％）の出身者であった。 表 3.2 において、参加者の出
身国は、感情象限によってグループ分けされた（完全なリストは「資料」（表 7.1）にあ
る）。 
表 3.2.参加者の出身国の分布 
出身国 人数 パーセンテージ 
アジアと東アフリカ 111 64.2 
アメリカとカナダ 7 4.0 
ラテンアメリカ、アラブ諸国、南ヨーロッパ 49 28.3 
合計 173 100.0 
 参加者の宗教的嗜好については、半分以上が宗教活動をしていない、無神論者（50.9％）
であると報告されている。 最も多い宗教はカトリック教（17.3％）、イスラム教と仏教
（どちらも 11.6％）であった。 
 参加者の滞在期間は 1 ヶ月から 360 ヵ月の範囲で非常に多彩だった。より良い分析のた
めに、滞在時間データをグループ化した。これは表 3.3 で次のように記述することができ
る。 
表 3.3。滞在期間 
滞在期間 人数 パーセンテージ 
7-12 ヶ月 23 13.3 
1-2 年 38 22.0 
2-5 年 52 30.1 
5-10 年 16 9.2 
10 年以上 21 12.1 
合計 173 100.0 
より良い視覚化のためにデータをグループ化した。 
 参加者の生活と家族の状況も分析した。 参加者の 38.2％が家族と一緒に暮らしており、
36.4％は一人で暮らしていた。 残りの参加者（24.9％）は、他の非関連者と一緒に暮らし
ていた。 家族や他の人と一緒に住んでいる参加者のうち、58.7％が同じ国の人々と暮らし
ていた。 しかし、他の人と一緒に住んでいる参加者の 94.5％が、彼らとコミュニケーショ
ンするための共通の言語があると通知した。 
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 参加者は、できる言語について尋ねた。 総参加者数のうち、26 の言語が話されていた。 
参加者の 96.5％がバイリンガルであり、55.5％が 3 つ以上の言語を話すことができたので、
大部分の参加者は 2 つ以上の言語を話すことができる。 参加者の 71.09％が英語を話すこ
とができ、25.4％は中国語を話すことができ、24.27％はスペイン語を話すことができた。 
 日本語に関しては、参加者の 82.02％が日本語ができることを示した。能力のレベルに
ついて質問すると、実際には、参加者の 80.8％が 3 級以上の日本語能力のレベルにあり、
この言語で会話することができる。 詳細は表 3.4に示す。 
表 3.4. 参加者の日本語能力 
  人数 パーセンテージ 
有効 1級と同等 22 12.7 
2級と同等 39 22.5 
３級と同等 78 45.1 
４級と同等 30 17.3 
５級と同等か以下 3 1.7 
合計 172 99.4 
欠損値 システム* 1 0.6 
合計 173 100.0 
*参加者の 1人が質問に答えなかったので、欠損として記入されました。 
 研究の定性的段階では、以前の調査に参加した女性 6 名と男性 4 名が参加希望と出身国
に応じて選出された。 米国から 2名、北ヨーロッパから 3名、ラテンアメリカと南ヨーロ
ッパから 3名、アジアから 2名が参加した。 参加者のうち 5名が日本に勤務し、残りの 5
名は学生であった。 
第３節 調査と尺度 
定量的段階 
 定量的段階では、4つのセクションからなる調査が適用された： 
 最初の部分は、以下の要因に関連した探索型の 14 の質問によって形成される：「参加
者の性別（性別、年齢）」、「出身国」、「宗教」、「日本に滞在する理由」、「日本に
滞在する時間」、「生活状況」、「伝統的な食べ物へのアクセス」、「言語の知識」と
「日本語能力」。 
 参加者の日本語能力の習得度については、国際交流基金が寄稿したレベルを基礎にして、
日本語能力試験の指標とした(Japan Foundation, 2012): 
 １級：さまざまな状況で使用される日本語を理解する能力。 
 ２級：日常的な状況や様々な状況である程度使用される日本語を理解する能力。 
 ３級：日常的な状況で使用される日本語をある程度理解する能力。 
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 ４級：日本語の基本的な単語や文法を理解する能力 
 ５級：日本語の基本的な単語を理解する能力。  
 調査の第 2部はカルチャーショックの理論に関連している。 それには、理論の細かな説
明と最初の 4つの段階のそれぞれの説明が含まれていた。 自己申告形式では、参加者は、
アンケートに答えた時点で最も適切なステージを選択するよう求めた。 同様に、4 つのス
テージのどれもそれを代表するものでなければ、その理由を簡単に説明しながら、いずれ
も選択しないという選択肢が与えられた。 
 調査の第 3 部では、参加者の現在の心配や問題に関する情報や、問題を解決するために
重要な事項について検討するための質問が行われた。この部分には、「心理サービスへの
アクセス」という要因に関する質問も含まれていた。 
 調査の第 4部は、文化変容理論に関連している。 バンクーバー文化変容指数に準拠して
いる。 このテストは、その著者(Ryder, Alden & Paulhus, 2000)、による他の国への適応の
兆候に従って、日本に居住する人に適応された。 
バンクーバー文化変容指数 
 現在のバージョンのテストは、パウルス (2013)、によって出版され、文化変容スタイル
に影響を及ぼす要因に関する一連の研究に基づいている。 
 これらの研究では、パウルスと共同研究者(2000)どのような視点が文化変容理論の中で
より重要なものであったかを判断しようとした：個人の文化的アイデンティティの変化は、
信念、行動、価値観、文化的態度の変化に関連する単一の連続的な線に従うということが
理解される一次元モデル；か、個人が多様な文化的アイデンティティを持つことができて、
これらは互いに関連していると述べている二次元モデルである。 
 著者は、二次元的な方法で文化変容のプロセスを測定することができる尺度の検索の一
環として、バンクーバー文化変容指数を開発し、3 つの調査を通してその特性を洗練した。 
 この尺度の最終版は 20 のリカートタイプの質問で構成され、応答範囲は 1〜10 の尺度
で構成されていた。ここで 1は「当てはまる」を表し、10は「当てはまらない」を表す。 
 遺産文化と主流文化の 2つの下位尺度を識別することができる。 このテストでは、両方
の下位尺度で社会関係、伝統の遵守、価値などの 10 のドメインの重要性を測定しようと
している。 
 テストの妥当性は、クロンバックの α に基づいて筆者によって測定さた。 遺産文化下位
尺度は αs= .91 を得たが、主流下位尺度は αs= .89 を得た。 尺度の妥当性は、2 つの次元
を 7 つの同時妥当性指標と比較し、それらのすべてと有意な相関を得ることによって評価
した。 同様に、参加者のグループ間の要因妥当性が評価され、有意差の類似性が得られた。 
 本研究では、尺度の心理測定特性の検討は、尺度の適用後に、クロンバックの α 法を用
いて行った。 整合性を決定する基準はローゼンサールによって提案されたものであり、こ
れは 0.60以上の係数が許容可能であることを示しています。 この尺度の場合、αs= .86の
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合計スコアが得られ、遺産文化下位尺度は αs= .83 であり、主流下位尺度は αs= .79 であ
った。 スコアは有意なので、尺度は一貫性があると考えられる。 
定性的段階 
 研究の定性的段階については、半構造化インタビューが準備された。 インタビューは、
各参加者の特定の側面を調査する機会を得るために、半構造化された方法で使用されたが、
10の症例から同様の情報を得て、因子の分類を可能にした。 
 インタビューは次のように分けられた： 
① データの確認： 
定量的段階中に得られた個人データが確認された。古いデータが修正された。また、学校
や職場、家族構成など、参加者の生活環境についてより具体的なデータが追加された。 
② 日本滞在理由： 
日本滞在の理由を調べるとともに、日本に来る時の参加者の生活状況について質問した。
参加者が来る前に日本の文化や言葉を学習したかどうかについても調べた。 
③ 日本に来る前の家族と友人の反応： 
日本に住む前の家族の状況や参加者の決定に対する家族や友人の反応について質問した。
密接な家族関係（親と兄弟）に重点を置いた。そして、日本の滞在が始まった瞬間からど
うのように関係が変化したかについても調べた。 
④ 自分の文化についての考え方： 
参加者が自分の国を知覚する方法が変わったかどうか、そして日本の文化とどのような違
いがあるのかを調べた。 
⑤ 自己知覚の変化： 
参加者は日本に住みめてから自分のやり方が変わったと感じたかどうかを聞いた。 
⑥ 問題と心配： 
参加者の日常生活における具体的な問題や心配、特に出身国になかった心配や問題につい
ての質問を含んだ。研究者はまた、具体的な例とエピソードを求めた。そして、どのよう
に問題を解決するのかを聞いた。 
⑦ 日本における人種差別の認識： 
参加者は、日本の外国人の差別に関する意見や、エピソードを共有しているかどうかにつ
いての意見を聞いた。 
⑧ 適応の理論についての意見： 
カルチャーショックと文化変容理論について簡単な説明をした後、参加者には適応理論に
ついての意見を尋ねられた。 
 インタビューの際には、特に問題や心配に関連する体験について話してもらうために、
参加者は快適に感じることができたように、良いラポールを築くことが重要だった。 
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第４節 手続き 
 研究の定量的段階では、アンケートは 3 つの異なる言語（英語、日本語、スペイン語）
に翻訳され、参加者は最も適切な言語を選択することができた。 3 つのバージョンの意味
が異ならないことを検証するために、アドバイザによってレビューされ、それに応じて修
正された。配る前に、3 人のアドバイザによって調査が改訂された。 アンケートは、3 人
のボランティア参加者を使って試行されて、修正された。 
 調査は 2 つの方法で行われた。第１は、URL を使用し、首都大学東京の国際交流学生の
メールリストに登録された参加者すべてに送信された。 2017 年 8 月 15 日から同年 10 月
20 日までの回答が可能だった。参加者に URL が送られた電子メールには、研究の簡単な
説明、研究者の連絡先情報、参加要請が含まれていた。 URL をクリックすると、調査の
目的、データ機密性に関する情報、連絡先の情報がより詳細に記述されたページが開いた。 
 調査を適用する第 2の方法は、直接印刷された調査であった。 八王子国際協会のボラン
ティア教師が教える、南大沢、八王子、浅川の各センターで日本語クラスの参加者に調査
を配った。調査を配布する前に、調査の目的と機密性の詳細を説明した。 参加に同意した
参加者にアンケートを配った。 アンケートに回答した後、研究者に直接届けた。 回答中
に、調査とアンケートに関する参加者の疑念と質問が解決された。 
 調査の両形式では、調査終了後に研究の定性的段階のインタビューへの許諾を求めた。
インタビューに参加したいと表明いただいた個人は、調査で連絡先情報を書いた。 
 定量的段階の 173人の参加者のうち、65人がインタビューに参加することに合意した。
そのうちの 10人が定性的段階に選ばれた。参加者の選択は、出身国に基づいた。 
 インタビューは 2017 年 10 月に行われた。参加者の便宜のために、様々なインタビュー
形式が提案された。首都大学東京、南大沢キャンパス内の面接室でのインタビュー；八王
子国際協会の教室（南大沢、八王子、浅川）のインタビュー；東京都内のカフェテリアで
のインタビュー；インターネット経由で（スカイプ、フェイスタイム、ラインでビデオ通
話など）インタビュー；という 4つのオプションがあった。 
 参加者には、カフェテリアのような公共の場面での機密性の変更も説明された。 参加者
はインタビューのモダリティを選択し、スケジュールどおりに完了した。インタビューの
時間は 40 分から 90 分までとなった。インタビューを始める前に、参加者は、首都大学東
京の倫理規定に従って、研究参加申請書を受領し、同意書に署名した。 
 すべてのインタビューは、参加者の選択によって、英語で行われた。 インタビューの録
音は参加者の許可のみに基づいて行われた。 オーディオデータは、その後の分析のために
文字に転写された。  
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第 4章 結果 
 次に、調査の両段階の結果を定量的段階から説明する。 
第１節 定量的結果 
 研究の定量的な結果は、調査によって収集された情報に基づいて、以下に示される。 デ
ータの定量分析は、社会科学のための統計学的パッケージ（SPSS）で行った。 
回数とパーセンテージの分析 
 研究の第 1 の目標に答えを得るために、回数とパーセンテージを 2 つの主な構成要素、
すなわちカルチャーショック理論の中のステージ、および文化変容理論に関連する戦略に
関して分析した。 
 カルチャーショックのステージについては、参加者は調査に答えた時点であると感じた
ステージを自己報告によって選んだ。 結果を以下の表（4.1）に示す。 
 
表 4.1. カルチャーショックのステージ 
参加者のステージ 人数 パーセンテージ 
有効 ハネムーンのステージ 4 2.3 
危機のステージ 7 4.0 
調整のステージ 54 31.2 
適応のステージ 91 52.6 
上記のどれでもない 15 8.7 
合計 171 98.8 
欠損値 システム* 2 1.2 
合計 173 100.0 
*参加者の２人が質問に答えなかったので、欠損データとして記入した。 
 この表から見えるように、参加者の大半は適応ステージ（52.6％）であって、調整ステ
ージ（31.2％）が続いている。 参加者の 4％だけが危機段階にいると表明した。グループ
間に有意差があったので（x2 = 164.87、DF = 4、P＝.000）、このグループの帰無仮説は
棄却された。 
 ハネムーンステージについては、そのステージに属すると言われた 4 人の滞在時間を分
析した。 これは、このステージの説明の一部に、新しい国に滞在した最初の 1か月間に通
常発生だからである。 しかし、これらの参加者の滞在時間は滞在月を過ぎている（18, 48, 
144および 240ヶ月）。 
 また、バンクーバー文化変容指数の結果、参加者の戦略の種類が決定された。 このテス
トは、遺産文化と主流文化の 2つの下位尺度から構成されている。 このテストには、下位
ごとに 10個の変数が含まれ、合計 20個の質問が含まれる。 
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 各下位のスコアは 1 から 10 まで変化し得る。スコアが 1 に近づくほど、文化は個人の
文化的アイデンティティにとってより重要である（図 4.1）。 
 
図 4.1. 主流文化と遺産文化の価値による参加者の散布 
 得点を得た後、文化変容戦略に関するベリーの理論で表現されたものと比較した(Berry, 
1980)。集団は以下のように表される（図 4.2）。 
 
図 4.2. 文化変容戦略による参加者の散布 
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 回数とパーセンテージの結果より、集団は統合戦略への傾向を有することが明らかに観
察される（表 4.2）。この分類ではグループ間に有意差がある（x2=158.81、DF=3、
P=.000）。これは、文化変容の戦略のための帰無仮説も棄却されていることを意味する。 
 
表 4.2．文化変容の戦略 
文化変容戦略 人数 パーセンテージ 
統合 114 65.9 
同化 15 8.7 
分離 31 17.9 
周辺化 13 7.5 
合計 173 100.0 
 
 次の目的は、日本に住む外国人が日常生活で持っている心配と問題に関連している。 質
問はオープンタイプで、答えは分類された。 「私には心配とか問題はない」と「分かりま
せん」を含む 15 のカテゴリがグループ化された。 カテゴリの回数とパーセンテージは、
表 4.3で次のとおりである。 
表 4.3. 日常生活の中の問題と心配 
日常生活の中の問題・心配 人数 パーセンテージ 
言葉  72 41.61 
友達・社会的な関係 66 38.15 
心配とか問題ない 22 12.71 
仕事 20 11.56 
お金 15 8.67 
ホームシック 13 7.51 
勉強 12 6.93 
健康・病院のための言葉 11 6.35 
子育て 10 5.78 
分からない 8 4.62 
生活状況 7 4.04 
食べ物 5 2.89 
地震 4 2.31 
人種差別 1 .57 
戦争 1 .57 
合計 * * 
 *質問が複数の答えに許されるので、合計は 100％を超える。 
 参加者は、心理サービス（セラピー、カウンセリングルーム、心理相談など）に関する
知識について尋ねられた。 参加者の 34.1％（F：59例）は、日本に住んでいる間に心理サ
ービスをどこで得るべきかを知っていただけで、残りの 65.9％（F：114 例）はこれらの
サービスへのアクセス方法を知らなかった。 
 27  
 
記述統計 
 カルチャーショックのステージと文化変容戦略のグループの差は有意である（x2 = 
164.87、DF = 4 P = .000、x2 = 158.81、DF = 3、P = .000）ので、グループ間の比較情報
は有意な方法で分析されられない。しかし、集団がどのようにグループ化されたかを観察
するためにクロス集計の分析を実行した。これは表 4.4に示されている。 
 
表 4.4。 カルチャーショックステージと文化変容戦略の間の人数とパーセンテージの比較. 
 文化変容戦略 統合 
統合 同化 分離 周辺化 
  
  
  
  
  
  
  
  
カ
ル
チ
ュ
ア
シ
ョ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
 
ハネムー
ンステー
ジ 
回数 3 0 1 0 4 
内% 75.0% 0.0% 25.0% 0.0% 100.0% 
合計%  1.8% 0.0% 0.6% 0.0% 2.3% 
危機ステ
ージ 
回数 3 1 2 1 7 
内% 42.9% 14.3% 28.6% 14.3% 100.0% 
合計% 1.8% 0.6% 1.2% 0.6% 4.1% 
調整ステ
ージ 
回数 38 2 11 3 54 
内% 70.4% 3.7% 20.4% 5.6% 100.0% 
合計% 22.2% 1.2% 6.4% 1.8% 31.6% 
適応ステ
ージ 
回数 61 9 12 9 91 
内% 67.0% 9.9% 13.2% 9.9% 100.0% 
合計% 35.7% 5.3% 7.0% 5.3% 53.2% 
上記のど
れでもな
い 
回数 8 2 5 0 15 
内% 53.3% 13.3% 33.3% 0.0% 100.0% 
合計% 4.7% 1.2% 2.9% 0.0% 8.8% 
合計 回数 113 14 31 13 171* 
合計% 66.1% 8.2% 18.1% 7.6% 100.0% 
*カルチャーショック変数に 2 つの欠損したケースがあったので、合計を 173 から 171 に
変更された。 
相関分析 
 カルチュアショックステージと文化変容戦略の参加者のグループ分けが有意な差を生じ
たため、これらのグループを使用する際には相関分析も影響を受けた。 
 例えば、カルチャーショックステージと参加者の社会人口統計学的因子との間の相関を、
パラメトリック変数のピアソン相関係数を用いて分析した。 .050の有意水準を適用すると、
性別、宗教、生活状況、心理サービスへのアクセス、滞在理由、滞在期間の要因との相関
はなかった。 
 しかし、自分の宗教を実践する能力とカルチャーショックのステージとは負の相関があ
った（r = -2.47 P = 0.022）。 同様に、出身国の伝統的な食物を一ヶ月内に食べる回数に
は負の相関が見られた（r = - 165 P = 0.031）。 
 28  
 
 また、文化変容戦略と社会人口統計学的要因との関連性に関しては、戦略の選択が心理
サービスへのアクセスと正の相関を示した（r = .223、P = 0.003）。 伝統的な食べ物への
アクセスと遺産文化下位との間にも関係があった。 この変数はまた、文化変容戦略の選択
と相関するときに有意なスコアを得た（表 4.5）。 
 
表 4. 5. 「伝統的な食べ物へのアクセス」と「遺産文化下位尺度」や「文化変容戦略」との
相関 
  遺産文化下位尺度 文化変容戦略 
自分の国の伝統的
な料理にアクセス
がありますか？ 
ピアソン相関 .229* .158* 
P 0.002 0.038 
*有意水準は.050。 
 多様な人口統計学的要因の中に複数の相関が見出されたが、それ自体が本研究に関連す
る情報を提供していない。 例えば、滞在時間と年齢（r = .486 P = 0.000）と滞在時間と日
本語能力（r = .239 P = 0.002）との間には予想される相関関係があった。 
ケース分析 
 参加者のグループがカルチャーショックステージと文化変容戦略に関して非常に幅広い
グループ間差を持っていたため、グループ間の比較は統計的方法で分析することができな
かった。 しかし、グループ間の有意差によって生じる制限を減らすために、文化変容の理
論の変数の平均とカルチャーショックのステージと比較に基づいて定性的分析を進める。 
これは最初の研究課題「カルチャーショックのプロセスと文化変容の戦略の選択はどのよ
うに関連していますか？」をより完全に理解するのに役立つ。 
 カルチャーショックのステージと文化変容の変数の平均値を比較すると表 4.6 が得られ
た（分析のために尺度スコアは正確に補正された）。 事例の分析のために、高い平均は
8.00以上とし、低い平均は 3.50以下とした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 29  
 
表 4.6。 カルチャーショックのステージと文化変容戦略の変数の平均の比較。 
カルチャーシ
ョックステー
ジ 
ハネムーンス
テージ 
危機ステージ 調整ステージ 適応ステージ 上記のどれでも
ない 
平均 標準
偏差 
平均 標準
偏差 
平均 標準
偏差 
平均 標準
偏差 
平均 標準偏
差 
1.遺産文化/文
化的伝統 
6.50 3.10 7.00 3.05 5.61 3.08 5.03 3.12 5.66 3.41 
2. 主流文化/文
化的伝統 
6.75 3.86 7.00 2.51 6.44 2.32 6.33 2.54 5.66 2.99 
3. 遺産文化/ 結
婚 
3.50* 2.08 7.71 2.92 8.05*
* 
2.94 7.83 3.06 6.92 3.66 
4. 主流文化/ 結
婚 
8.75*
* 
1.89 4.57 3.40 5.50 3.53 5.71 3.70 6.57 3.15 
5. 遺産文化/ 社
会 
7.50 2.38 7.71 2.62 7.83 2.73 7.97 2.76 8.13 2.32 
6. 主流文化/ 社
会 
7.50 2.38 7.42 2.43 6.73 2.39 7.50 2.48 7.60 1.84 
7. 遺産文化/交
流 
8.50*
* 
2.38 7.28 3.09 8.37*
* 
2.45 8.10*
* 
2.74 8.06** 2.18 
8. 主流文化/交
流 
9.00*
* 
1.41 7.57 1.98 6.88 2.43 7.35 2.49 7.40 1.54 
9. 遺産文化/ エ
ンターテイン
メント 
8.25*
* 
1.50 6.14 2.79 7.47 2.74 7.35 3.03 7.00 2.87 
10. 主流文化/ 
エンターテイ
ンメント 
7.75 2.21 6.00 3.21 6.50 2.87 6.80 3.05 6.46 3.02 
11. 遺産文化/ 
行動 
5.25 1.50 6.57 2.43 6.86 2.77 5.91 2.88 6.35 2.56 
12. 主流文化/ 
行動 
5.25 1.50 6.00 2.08 5.54 2.37 6.23 2.47 6.00 2.20 
13. 遺産文化/
習慣 
6.25 2.62 6.00 2.70 7.41 2.56 6.40 2.96 7.06 2.21 
14. 主流文化/
習慣 
6.50 4.04 6.28 3.25 7.169 2.30 6.78 2.64 6.00 1.96 
15. 遺産文化/
価値 
7.50 2.64 6.85 3.67 8.26*
* 
2.41 8.17*
* 
2.63 6.66 2.91 
16. 主流文化/
価値 
8.00*
* 
2.70 4.85 3.23 7.50 2.30 7.39 2.39 6.26 2.60 
17. 遺産文化/ 
ユーモア 
8.50*
* 
2.38 8.28*
* 
2.87 8.52*
* 
2.27 8.47*
* 
2.41 7.80 2.73 
18. 主流文化/ 
ユーモア 
6.75 3.30 6.57 2.69 5.54 2.74 6.44 2.77 6.21 2.83 
19. 遺産文化/ 
友達 
8.25*
* 
1.50 8.57*
* 
1.81 8.37*
* 
2.04 8.47*
* 
2.30 7.86 2.55 
20. 主流文化/ 
友達 
7.50 2.64 8.57*
* 
1.61 8.33*
* 
2.25 8.29*
* 
2.48 7.66 2.74 
*低い平均は 3.50から有意だった。 
**高い平均は 8.00から有意だった。 
***よりよい組織のために、変数の名前を略して書いた。 
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 表で見えるように、ハネムーン・ステージの参加者は、主流文化の下位の変数にプラス
になる傾向がある。 特に、「私は日本人と結婚してもいいです」、「私は母国の人と楽に
交流することができます」、「私は普通の日本人と楽に交流することができます」、 「私
は母国の文化のエンターテインメント（例えば、映画、音楽など）を楽しみます」、「私
は日本の文化の価値を信じています。」、「私は母国のジョークとユーモアを楽しみま
す」、「私は母国の友達を作ることに興味があります」で高い 平均があった。「私は母国
の人と結婚してもいいです」という変数には特に低い平均が見いだされた。 
 危機ステージに関して、ほとんどすべての変数の平均は 4〜7 ポイントの間で変動する。
有意な平均は 3 つの変数だけに見られた： 「私は母国のジョークとユーモアを楽しみま
す」、「私は母国の友達を作ることに興味があります」と「私は日本の友達を作ることに
興味があります」。 
 調整ステージと適応ステージに関しては、結果は両ステージで非常によく似ていた。 特
に低い平均は見つからず、すべて 5ポイントを超えていた。 どちらのステージにおいても、
「私は母国の人と楽に交流することができます」、「私は母国の文化の価値を信じていま
す」、「私は母国のジョークとユーモアを楽しみます」 、「私は母国の友達を作ることに
興味があります」と「私は日本の友達を作ることに興味があります」という変数に高い平
均があった。 さらに、調整段階では、「私は母国の人と結婚してもいいです」という変数
にも有意な高い平均が見られた。 
 カルチャーショック理論のどのステージからも選択しなかった参加者との関係では、遺
産文化下位の変数には有意な高い平均が見いだされた：「私は母国の人と一緒に社会的な
活動を楽しみます」と「 私は母国の人と楽に交流することができます」。 
 文化変容の変数からのデータを見ると、平均が最も低い変数は：「私は日本人と結婚し
てもいいです」と「私は日本の典型的な行動をよくします」であった。最も高い平均は、
「私は母国の人と一緒に社会的な活動を楽しみます」、「私は母国のジョークとユーモア
を楽しみます」、「私は母国の友達を作ることに興味があります」という変数であった。 
 アンケートのデータを個別的に分析している間に、特定の国からの参加者が一定の回答
に傾いていることが判明したので、参加者の出身国の影響についても分析された。参加者
の出身国は、パーソンズの感情象限(Parsons & Shils, 1951)の分類に従って分類された
(Table XY)。得られたグループはまた、有意差（x2=169.35、DF=3、P=.000）を有してい
たが、それらを文化変容戦略の変数と比較すると興味深い結果があった（表 4.7）。 これ
らの結果は統計的に有意ではない。 前の分析と同じように、高い平均は 8.00 以上とし、
低い平均は 3.50以下とした。 
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表 4.7。 感情象限における出身国と文化変容の変数の比較 
出身国 北ヨーロッパ アジアと東アフ
リカ 
米国とカナダ ラテンアメリ
カ、アラブ諸
国、南ヨーロッ
パ 
平均 標準
偏差 
平均 標準
偏差 
平均 標準偏
差 
平均 標準偏
差 
1.遺産文化/文化的
伝統 
2.00* 0.89 5.64 2.99 6.71 2.69 5.00 3.39 
2. 主流文化/文化的
伝統 
6.00 2.52 6.17 2.44 5.85 2.11 6.79 2.78 
3. 遺産文化/ 結婚 
 
9.00** 1.67 7.85 2.88 10.00** 0.00 6.65 3.80 
4. 主流文化/ 結婚 
 
9.00** 1.67 5.02 3.38 7.00 3.65 6.84 3.68 
5. 遺産文化/ 社会 
 
7.16 2.78 7.71 2.77 10.00** 0.00 8.20** 2.50 
6. 主流文化/ 社会 
 
7.16 2.04 6.86 2.53 8.85** 1.57 8.00** 1.96 
7. 遺産文化/交流 
 
7.83 2.99 7.99 2.72 9.71** 0.75 8.37** 2.35 
8. 主流文化/交流 
 
8.33** 1.63 7.03 2.37 8.14** 1.06 7.54 2.50 
9. 遺産文化/ エンタ
ーテインメント 
7.16 1.83 7.25 2.88 9.42** 1.51 7.20 3.05 
10. 主流文化/ エン
ターテインメント 
5.00 2.36 6.64 2.95 5.57 3.40 7.04 2.95 
11. 遺産文化/ 行動 
 
4.50 2.07 6.00 2.60 8.85** 1.34 6.70 3.14 
12. 主流文化/ 行動 
 
5.00 1.41 5.72 2.40 4.71 1.60 6.83 2.30 
13. 遺産文化/習慣 
 
4.00 3.16 6.83 2.61 8.57** 1.27 6.68 3.00 
14. 主流文化/習慣 
 
5.66 3.26 6.76 2.61 7.14 1.67 7.00 2.37 
15. 遺産文化/価値 
 
5.83 3.12 8.25** 2.45 9.14** 0.89 7.50 3.01 
16. 主流文化/価値 
 
5.50 1.76 7.37 2.62 6.14 1.46 7.27 2.20 
17. 遺産文化/ ユー
モア 
8.33** 2.42 8.42 2.33 9.42** 1.13 8.22** 2.66 
18. 主流文化/ ユー
モア 
4.50 1.97 6.45 2.66 5.28 3.09 5.74 2.96 
19. 遺産文化/ 友達 
 
6.83 2.78 8.36** 2.10 10.00** 0.00 8.29** 2.48 
20. 主流文化/ 友達 9.33** 1.03 8.06** 2.39 9.85** 0.37 8.27** 2.56 
*低い平均は 3.50から有意だった。 
**高い平均は 8.00から有意だった。 
***よりよい組織のために、変数の名前を略して書いた。 
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 北ヨーロッパの参加者は、両方の下位尺度に対して非常に変動性のある平均を有してい
た。 特に高い平均は「私は日本人と結婚してもいいです」、「私は普通の日本人と楽に交
流することができます」、「私は母国のジョークとユーモアを楽しみます」と「私は日本
の友達を作ることに興味があります」で見えた。 変数には 1 つの有意な低い平均があっ
た：「私は母国の伝統的な文化によく参加します」。 
 アジアと東アフリカの参加者のための平均はすべて 5ポイントを超えていた。 遺産文化
下位に関連する変数には、高い平均 3 つがあった：「私は母国の文化の価値を信じていま
す」、「私は母国のジョークとユーモアを楽しみます」、「私は母国の友達を作ることに
興味があります 」。主流文化下位の変数には、「私は日本の友達を作ることに興味があり
ます」という高い平均が 1つあった。 
 米国とカナダからの参加者の平均は特に高かった。 変数のうちの 13 が高い平均を有し、
9 つは遺産文化下位に含まれていた。 これに関連して、遺産文化下位の 3 つの変数は、完
全スコアが 10.00（SD = 0.0）であった：「私は母国の人と結婚してもいいです」、「私
は母国の人と一緒に社会的な活動を楽しみます」と「私は母国の友達を作ることに興味が
あります」。 この下位の他の高い平均変数は、「私は母国の人と楽に交流することができ
ます」、「私は母国の文化のエンターテインメント（例えば、映画、音楽など）を楽しみ
ます」、「私は母国の典型的な行動をよくします」、「私にとって母国の文化の習慣を守
ったり、習慣で参加したりすることは重要です」、「私は母国の文化の価値を信じていま
す」と「私は母国のジョークとユーモアを楽しみます」。 
 ラテンアメリカ、アラブ諸国、南ヨーロッパの参加者についても、平均は 5 ポイント以
上であった。 遺産文化下位には、高い平均の 4つの変数があった：「私は母国の人と一緒
に社会的な活動を楽しみます」、「私は母国の人と楽に交流することができます」、「私
は母国のジョークとユーモアを楽しみます」と「私は母国の友達を作ることに興味があり
ます」。主流文化下位からは、2 つの変数だけが有意に高かった「私は普通の日本人と一
緒に社会的な活動を楽しみます」と「私は日本の友達を作ることに興味があります」。 
 これらの結果が示すように、より完全な定性的研究は、新しい文化への適応プロセスに
おける出身国の重要性に関する重要な情報を提供するであろう。 
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第２節 定性的結果 
 定性分析は、以前に調査に参加した 10 人にインタビューにして得られた情報から行っ
た（表 4.8）。 
 
表 4.8．インタビューの参加者 
参加者 性別 年齢 国 滞在の理由 滞在の時間 
Aさん 女性 24 アメリカ 仕事 3年 2 ヶ月 
Bさん 女性 32 ポルトガル  勉強 2年 6ヶ月 
Cさん 女性 41 アメリカ 仕事 6年 6ヶ月 
Dさん 女性 25 バングラデシュ 勉強 6ヶ月 
Eさん 男性 26 グアテマラ 勉強 2年 6ヶ月 
Fさん 男性 29 ポーランド 仕事 3年 6ヶ月 
Gさん 女性 24 ドミニカ共和国 勉強 2年 6ヶ月 
Hさん 男性 24 イギリス 仕事 6ヶ月 
Iさん 男性 24 イギリス 仕事 2年 2ヶ月 
Jさん 女性 28 インドネシア 勉強 2年 
 
修正版グラウンデッド･セオリー･アプローチ 
 外国人の日本文化への適応プロセスはどのようになっているかという問題へのアプロー
チするために、定性的データは、修正版グラウンデッド･セオリー･アプローチ（M-GTA）
を用いて分析された。 
 M-GTA は、分析方法の特性からデータの意味を解釈することに焦点を当てている。 分
析の結果、37 の概念、12 のサブカテゴリ、および 4 つのカテゴリが生成された。 カテゴ
リーと概念の関係は図 4.3に要約され、ストーリー・ラインに記述されている。 
 表 4.9 は、カテゴリー、サブカテゴリー、概念名とその定義、および各概念のいくつか
の具体例を示す。 
ストーリーライン 
 日本文化に対する外国人の適応プロセスは、日本に対する態度、家族や友人との関係と
いう個人の＜バックグラウンド＞から始まる。 個人が日本に到着すると、関係、自分自身、
および出身国の文化の認識において＜変化＞に直面する。 これらの変化は、個人に不安感
やストレスを与え、日常生活の障害になると＜問題と心配＞になる。 個人が社会関係の変
化に対処する方法は、問題を解決するための戦略を見つけるのを助け、新しい文化への＜
適応＞を可能にする。 
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図 4.3.適応プロセスのまとめ 
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表 4.9.適応プロセスのカテゴリーのまとめ 
カ
テ
ゴ
リ
ー 
サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
ー 
概
念  
定義 具体的な例 
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド 
来
日
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン 
国
際
的
な
考
え
方 
旅行を通じて、または異なる場
所の人々との関係を通して、外
国文化に関心を示す傾向。 
I liked the idea of living abroad, to really 
immerse yourself in another country. 
(C) 
日
本
が
目
標
と
し
て 
日本に来る理由は日本自身であ
る。 外国人は日本文化に関心
があり、日本滞在の目標は日本
にいることである。 
I like Japan so much. When I was a 
child I was always watching Doraemon 
and anime, and Sakura. So it was like 
my dream to come here. (J) 
日
本
が
方
法
と
し
て 来日の理由は日本とは関係がな
い。 外国人は異なる目標（仕
事、教育など）を持っており、
日本はそれを得る方法の一つで
ある。 
Because I wanted to go somewhere far 
from my country. (F) 
家
族
や
友
人
の
サ
ポ
ッ
ト 
支
持 
家族は、個人が日本に来ること
に、幸福感と興奮を感じる。 
They knew I wanted to live abroad, so 
they were happy that I could do it. (H) 
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ト 
日本への来るという考えに対す
る家族の気持ちは、プラスとマ
イナスの両方である。 誇りと
感心の気持ちがあるが、心配と
拒絶もある。 
My mother was really upset. Actually, 
all my family members were upset. But 
they were also proud that I was going 
to get a high level of study. (D) 
非
支
持 
家族は、個人が日本に来ること
に対する恐怖、怒り、拒絶反応
の感情を表現している。 
 
 
They told me not go, that I could have 
the same opportunities there.  That 
maybe it was only a crazy moment 
idea, and I would have regrets later. 
(E ) 
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 出
身
国
の
関
係
の
変
化 
関
係
が
同
じ
ま
ま 
個人は、出身国からの人々との
関係が変化していないことを知
覚する。出身国の関係は遠くタ
イプである傾向がある。 
No (didn’t change), because I already 
was in uni in another part of the country 
and only talked to them like once a 
month or so. I don’t know, we are not a 
family that needs to be in contact all the 
time. (I)  
関
係
が
変
化
し
た 
個人は、距離と役割の変化によ
って出身国の人々との関係が変
わったと認識している。 
I’m worried about my parents because 
they are getting old, so I feel like I’m 
missing important time with them. (C ) 
関
係
が
改
善
し
た 
個人は、出身国の人々との関係
が改善され、コミュニケーショ
ン能力が改善されていると認識
している。 
We started to become closer, and 
maybe the change from feeling like a 
child and depending on your parents, 
and when you start having your own 
life, you start seeing your parents in a 
different way, their struggles and 
everything. And now I’m very close to 
my parents. (B)  
変
化 
自
分
の
文
化
に
対
す
る
知
覚
の
変
化 
比
較
点
と
し
て
の
日
本 
日本での生活の経験の結果、個
人は、比較点として日本との出
身国の新しい側面や相違点を認
識し始める。 
When I see the technology here; I think 
that something can be changed in my 
country. We can get ideas and 
technologies from Japan, and change 
our country too. (D) 
知
覚
が
良
く
な
っ
た 
日本での生活の経験の結果、個
人は前より、自分の国を高く評
価する。 
I know there is a lot of insecurity and 
ignorance about a lot of things. But now 
that I’m here I think I can appreciate a 
lot more about my culture. (G) 
知
覚
が
悪
く
な
っ
た 
日本での生活の経験の結果、個
人は自分の国について新たな否
定的感情を生じる。 
My perception has been getting worse, 
I think… I see how Japan developed so 
much in so little time, and then I see my 
country and I feel disappointed. (E ) 
 ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
し
て
の
国
家 
個人が日本に到着すると、出身
国はアイデンティティの重要な
部分になる。 個人は、日本に
いる間に自分の国を代表する責
任があると感じるかもしれな
い。 
It’s like your identity is related with your 
nationality. They ask where are you 
from, and your country becomes part of 
your identity, of who you are. (B) 
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自
分
自
身
で
知
覚
さ
れ
た
変
化 
自
活
で 
日本での日常生活の中で新たな
課題に直面すると、自分で新し
いことをすることができること
を発見した人がいて、出身国よ
りも他人に依存していることを
発見する人もいる。 
Here in Japan I can’t be as 
independent as I was in US. (A) 
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
で 
個人は、出身国に住んでいたと
きよりも効果的にコミュニケー
ションできるようになったと認
識している。 
 
I can communicate more easily with 
people who can’t speak English well, 
and some things more. (C ) 
発
達
段
階
で 
日本に居住することは、青年期
から成人期への移行に内在する
課題と責任の変化と同時に起こ
る。 
It’s my first time living in a different 
country where I don’t know anyone, 
and in a place that is so different than 
London. So I needed to be more 
efficient. (H) 
 日
本
の
社
会
的
な
関
係 
社
会
的
な
壁 
個人は、日本国内の社会関係に
従うパターンを理解するのに問
題があって、社会的包含を妨げ
る。 
I had really personal and close 
friendships there and now here in 
Japan I can’t get friendships like that. 
(E ) 
日
本
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
イ
ル 
日本のコミュニケーションスタ
イルを理解することは困難であ
る。個人は、出身国で行ったよ
うに自分の気持ちやアイデアを
自由に表現することができない
ときには、不満を感じる。 
If they have an opinion that is different 
from the others, I think they just hide it 
and change it so the others can’t see 
that they have a different opinion. (F) 
N
o
m
ik
a
i e
ffe
c
t 
個人が日常生活の中で日本人に
よって社会的かつ感情的に無視
されるように感じるが、飲み会
では個人に対する態度や日本人
のコミュニケーションスタイル
が大幅に変化する時に起こる。 
Even if they were friendly to you 
speaking English to you the night 
before, they don’t want to do it again. 
(A) 
問
題
と
心
配
 
問
題
と
心
配 
手
続
き
の
や
り
方 
日常生活（ショッピング、勉
強、医療など）に必要な手続き
は、それを実現する方法を理解
できず、欲求不満を感じている
個人にとっては新しく複雑であ
る。 
Bureaucracy is so complex in Japan. 
(B) 
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日
本
の
仕
事
文
化 
日本の仕事文化は、大変である
と認識されていて、ストレス要
因になる。 
 
 
I also think that the Japanese work 
culture is too hard, too strict, too much 
hours and that. That made me grateful 
that British culture is more accepting to 
many things in work. (I) 
宗
教
的
実
践 
祈りや食生活のような宗教的な
実践は、日本人が理解できない
ものとして認識され、保持する
ことは困難になる。 
But here is hard to pray. The work in 
the lab is so strict. I cannot find a place 
to pray, or a time. (J) 
言
葉
の
壁 
日本語を使いながら自分自身を
表現したり、他人を理解するこ
とに問題があり、日常生活に問
題なる。 
It was really difficult to communicate in 
the conbini when I got here. (D) 
人
種
差
別 
拒
絶
感 
外国人であるため、拒否されて
いると個人は認識している。 
これには、直接攻撃とマイクロ
アグレッションが含まれる。 
it’s not illegal in japan to deny someone 
an apartment because of their race or 
gender. There were a couple of 
apartments I was trying to get, and the 
people from the company told me I 
couldn’t because I was a foreigner. I 
was really shocked. (I) 
過
小
評
価 
外国人であるため、自分の能力
は過小評価されていると個人は
認識している。 これには、日
本人の温情主義的態度も含まれ
る。 
When my lab has a meeting, not 
related with research, like for… job 
hunting or so. They don’t invite us, the 
foreigners. Because the sensei will 
speak in Japanese. So they think we 
won’t understand. (J) 
肯
定
的
な
人
種
差
別 
「Gaijin Privilege」とも呼ばれ
る。 個人は、外国人であるこ
とが彼らに一定の自由を与え、
特定の責任から免除されている
と認識する。しかし、普通、こ
の自由は日本人が外国人が不十
分な能力があると思うことに起
源する。 
Sometimes it’s very beneficial. I’m glad 
I am a foreigner in Japan, because I’m 
not expected to act in certain ways, 
some kind of outsider rule. (B) 
問
題
解
決 
人
と
機
関
か
ら
の
手
伝
い 
個人は、機関（学校、職場、専
門センター、等）を通じて、ま
たは他の人々との関係を通し
て、日常生活の問題を解決する
のに役立つ。 
My coworkers had to help me, and I 
think that’s ok, that’s what they 
supposed to do, the company expects 
that. (C ) 
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技
術
か
ら
の
手
伝
い 
 
個人は、自分で技術の使用を通
じて、日常生活の問題を解決す
るのに役立つ。 
I also try to look in google and google 
images the words I need. (I) 
問
題
を
無
視
す
る 
個人は問題を解決することがで
きず、解決するために援助を求
めることができないので、問題
を無視することを選択する。 
If it’s something important I ask for help, 
if not, I ignore it. (F) 
適
応
 
適
応 
適
応
は
可
能 
適応という個人の概念は、生活
の質によって定義できるので、
快適に暮らすことができれば適
応することが可能である。 
I think I am adapted. Like I was being 
able to enter the new routine. (H) 
本
当
の
適
応
は
不
可
能 
新しい文化への適応は不可能で
あり、外国人は常に新しい文化
の中で外人であるという個人の
考え。 
I think that always is going to be like 
this. I’m going to be the foreigner that 
doesn’t know, and that is not going to 
change. That doesn’t mean you like it 
or not, but you can do your normal life. 
(G) 
適
応
プ
ロ
セ
ス
の
順
序 
連
続
的
な
適
応
プ
ロ
セ
ス 
個人の適応は連続的な順番に従
って行われ、個人が適応できた
と感じると、そのプロセスに戻
ることはできない。 
I don’t know if fits in terms of adaptation 
but how do you deal. I think yeah, at 
first you are in shock and everything is 
new, and then if you want, you can start 
learning about and getting used to, and 
then in the next stage you can adapt to 
society and be part of it. And in that 
part you start seeing the bad parts. 
That was happened to me, thought. (B)  
不
連
続
的
な
適
応
プ
ロ
セ
ス 
 
個人の適応は連続的な順番に従
わず、通常動的であり、特定の
状況下では逆転することができ
る。 
I don’t think we can’t really get out of 
each stage; we go back and forth 
because there are a lot of new 
situations. (F) 
文
化
的
態
度 
両
方
の
文
化
が
重
要 個人が自分の文化を守りなが
ら、新しい文化にも積極的に参
加する傾向。 
I would like to keep both of the cultures. 
Like, I have hashi and spoons in my 
house. Being here just give me another 
window open about doing different 
things. I can learn about both 
cultures.(G) 
新
文
化
が
よ
り
重
要 
個人が自分の文化を無視しなが
ら、新しい文化を自分のものと
する傾向。 
I feel like Japan is my country. I love 
japan because of that. (D) 
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出
身
文
化
が
よ
り
重
要 
個人が自分の文化を守りなが
ら、新しい文化を無視する傾
向。 
 
Even if I get the permanent visa, I 
wouldn’t forfeit my American nationality. 
(C ) 
文
化
に
興
味
が
な
い 
個人が自分の文化と新しい文化
の両方を拒否または無視する傾
向。 
 It’s not like I don’t like my country, but I 
like my family and my friends, no the 
country. (E ) 
 
 次に、カテゴリとその概念についての説明では、具体的な例をイタリック体と“”で示し、
括弧内に参加者のコードネームを示す。 
＜バックグラウンド＞ 
 最初のカテゴリーには、日本に到着する前の個人とその環境に関する要因が含まれてい
る。 
 最初のサブカテゴリーは「日本に来る動機」である。この中で、個人が日本に居住する
ことを決めた理由を分析する。日本を目標としている参加者は、日本の文化に関心を持つ
傾向がある。彼ら自身の目標は日本に到達することだったので、文化、社会規範、そして
言語についても少し、以前から知識を持っていた：”When I was younger, I was interested 
in Japan. I used to see documentaries about Japan in public TV（G）”。対照的に、日本を
方法としている参加者は、日本に無関係な目標を持っている。これらの参加者は、出身で
はない他の国にいることに関心があるが、日本の文化には特に関心がない。文化や日本語
に関する先行研究をしていない傾向があるので、到着時の初期ショックがより強くなる。
同様に、「国際的な考え方」を持つ個人は、日本文化だけでなく、さまざまな文化を知り
たいという要求がある：“I liked the idea of living abroad, to really immerse yourself in 
another country (C)”。 
 次のサブカテゴリは「家族と友人のサポート」に関連している。 日本に住むために来る
前に、個人はこの決定を家族や友人に伝えなければならなかった。 これらの反応は、3 つ
の方法で変動する：「支持」は、個人の決定を支持し、積極的に反応する；「アンビバレ
ント」は、日本で生活する決定に否定的に反応するが、助けを提供することにより、個人
をサポートしている：“ My mother was really upset. Actually, all my family members were 
upset. But they were also proud that I was going to get a high level of study（D）”; そして、
「非支持」は、否定的な感情との反応に加えて、個人の前進を停止しようとしているこ
と：“They were still upset, so they said they would not pay for anything. So I had to fund 
myself（A）”。 
＜バックグラウンド＞と＜変化＞の間 
 サブカテゴリ「出身国の関係の変化」は、＜バックグラウンド＞と＜変化＞のカテゴリ
ーの間にある。 これは、関係の特徴は、個人が出身国にいる瞬間から決定されるためであ
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る。しかし、この関係は、個人が日本に居住するときに変化される可能性がある。 いくつ
かのケースでは、関係があまり変わらないように見えるが、これは、関係が密接ではない
ことによって特徴づけられたという事実によると思われる：“Not really (changed), I was 
not really in contact every day with my family. So here in Japan is almost the same（J）”。 
関係の動態に変化が見られたケースの中には、変化の理由が日本に存在する事実に関係し
ないものもあったが、他の要因のためにだった：“With my friends the relationship has 
changed, but I think it would have changed if I stayed in the UK. Everyone is getting jobs, 
or getting in relationships, so you do not have time to catch up（I）”。 いくつかの個人は、
距離が関係の重要な側面を強調するのに役立ったため、日本に住んでいるために、関係が
改善している：“The conversations are different. We speak about things we did not talk 
about when I was living there, because I was there and she saw me. But now the 
conversations are deeper（G）”。 
＜変化＞ 
 適応のプロセスの中に、新しい国に到着したときに主題が直面する 2 つの非常に重要な
要素が同時に現れる：＜変化＞と＜問題と心配＞。 それらが同時に発生するにもかかわら
ず、＜変化＞は＜問題と心配＞に直接影響する。 
 ＜変化＞のカテゴリーでは、「自分自身で知覚された変化」、「自分の文化に対する知
覚の変化」と「日本の社会的な関係」の 3つの重要な側面を観察することができる。 知覚
される変化の中で、依存の変化が際立っている。 個人は、他の人にもっと依存しているこ
と、そして彼らには助けが必要であることを認識している。 または、逆に、個人は自分で
新しい状況に直面しなければならないので、出身国に住んでいた時よりも独立しているこ
とを認識している。 より若い参加者は、出身国で親と一緒に暮らしていたため、より自立
していると感じていることに注意することは興味深い：“I was a very dependent person in 
Portugal, I was not adventurous. I was not on my own; I depended on my parents（B）”。 
 また、言語以外のコミュニケーションスキルにも変化がある。出身国では知らない人と
話しがしばしば困難だったが、参加者は他人、特に他の外国人と自由に話すことができる
と認識していた：“By coming here, I think I become able to speak to a lot of people. I'm not 
scared (to talk) anymore（E）”。この要素に関連して発達段階の変化もある。 日本での居
住の開始は、多くの場合、青年期から成人期に移行することと同時に起こるため、この新
しい段階の新たな課題と責任が現れる。 この要因は、来日時に初めて大人の立場から家族
と交流を始めるので、サブカテゴリー「出身国の関係の変化」にも関連している。 
 次のサブカテゴリーは、自分の文化の認識の変化に関連している。 日本に来るとき、個
人は自分の文化を日本の文化と比較することが一般的である。時には中立的に“Sometimes 
I think it's better in my country, and sometimes I think it's better in Japan, there is no 
constant（F）”と表示される。 しかし、この比較は、通常、出身国の文化の認識に影響を
及ぼし、時には肯定的である：“I know there is a lot of insecurity and ignorance about a lot 
of things. But now that I'm here I think I can appreciate a lot more about my culture（G）”、
および他の場合（より多数）否定的である：“I see how Japan developed so much in so 
little time, and then I see my country and I feel disappointed（E）”。 
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 「自分自身で知覚された変化」と「自分の文化に対する知覚の変化」という 2 つのサブ
カテゴリーの間には、両方の要素と関係する「アイデンティティとしての国家」がある。 
個人が日本に到着する瞬間、出身国は、望むかどうかに関わらず、個人的なアイデンティ
ティの一部となる：“It's like your identity is related to your nationality. They ask where are 
you from, and your country becomes part of your identity, of who you are（B）”。 
 これは個人が担う新しい役割、文化大使、すなわち、新しい文化の中で出身国の代表者
となることにも関係している： “I was the Foreign Cultural Ambassador for the school. If 
anything happened in the news, like right now, with the shooting in Las Vegas, when I was 
in Hamamatsu all the teachers would ask me about it, and about what I think about guns, or 
why people have guns in America, and whenever I saw something in the news I had to 
think about it and have a reply ready for the people in the school（A）”。 
＜変化＞と＜問題と心配＞の間 
 サブカテゴリー「日本の社会的な関係」は、ストレスと葛藤の性質から＜変化＞と＜問
題と心配＞の間にある。 日本と個人の出身国の文化の間の社会的や文化的パターンの相違
が、人間関係の発展の障壁となることを示す「社会的な壁」が現れる：“I cannot get any 
deep connections with Japanese people ... you never overcome the acquaintances with 
Japanese（G）”。 
 参加者にとっての最大の問題の 1 つは、コミュニケーションスタイルから派生したもの
である。 日本人との社会関係を深めようとするとき、個人は表現の難しさに遭遇する。こ
れは日本のコミュニケーションスタイルの質である：“When you do something wrong, 
Japanese people do not say anything about it. They just behave different. But they do not 
say it!（J）”。 これは、個人が言語を理解できるがコミュニケーションスタイルを理解で
きないときに、不満感を引き起こす。 
 このコミュニケーション問題と社会的な壁そのものの派生物は、「Nomikai effect」とし
て概念化されたことを個人が理解することである。Nomikai effect は、個人が日常生活の
中で日本人によって社会的かつ感情的に無視されるように感じるが、パーティーや飲み会
では個人に対する態度や日本人のコミュニケーションスタイルが大幅に変化する時に起こ
る。これは、特に翌日の日本人のコミュニケーションスタイルが正常に戻ったときに、個
人に混乱と不満を生じさせる：“After having a couple of drinks, Japanese can suddenly 
speak English! And they suddenly say to you "I was studying in Canada when I was young, 
I was there for two years!" It's like, I was working here for months, where were you! I could 
not speak to anyone! (A)”、“I do not want to be friends with them only when they are drunk. 
It's like a screen. They act different inside and outside (G)”。 
＜問題と心配＞ 
 日本の文化に適応するプロセスで、社会的動態の変化とそれに伴う問題に加えて、さま
ざまな問題や心配がある。 
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 観察するのが最も簡単なのは「言葉の壁」である： “I could not express myself, and I 
failed when I was left by my own. Even when I need to do things by myself I'm lost. My 
Japanese is not so bad, but it's not enough for everyday life. I think this is a big, big, big 
complication（B）”。 個人は言語を話すことができない国にあり、出身国でやりやすいこ
とがやりにくくなり、多くのストレスを引き起こす問題に変わる。 
 しかし、言語を知っていても、すべてのことを理解できるわけではない。日本の手続き
にも問題がある：“I'm really afraid to go to the doctor here in Japan. I do not really know 
how the system works here（E）”。 
 同様に、個人は、日本人と同じレベルで働くことの心配に直面している。これは達成が
非常に困難であると認識されている：“I also think that the Japanese work culture is too 
hard, too strict, too much hours and that. That made me grateful that British culture is more 
accepting to many things in work（I）”。 仕事の文化の違いは、多くの個人が日本に長期間
住むことを真剣に避ける理由である。 
 日本で一般に実践されている宗教とは異なる宗教を実践する個人が直面する問題は、彼
らの宗教が要求する習慣や規則に従う自由を持たないことに関連している：“It's really 
difficult to do religious stuff. I need to say to the teacher, sorry, I need to go out (to pray). 
And I think is not good for the Japanese. I think my teacher does not understand（J）”、
“I'm a Muslim, and so my first concern is food, because we eat only halal food（D）”。 こ
れらの個人は、宗教的実践を続けるという圧力と、日本人がその必要性を理解していない
という気持ちとの間にある。 
 日本に住む外国人が直面するもう一つの問題は「人種差別」である。 多くの参加者が日
本人の拒絶感を表明した。 いくつかのケースは、マイクロアグレッションに関連するかな
り軽い表現である：“There were a lot of comments, like micro-aggressions, like" oh I got 
my bicycle stolen, it was probably a Brazilian!（A）”。しかし、他のケースはより直接的な
攻撃に関連する：“A man, maybe in his 60's, maybe he got angry because I was really near 
him speaking in Spanish, and he pushed me（E）”。 
 場合によっては、差別は拒絶または攻撃の形ではなく、温情主義的態度の形で行われる。
個人が日本人によって過小評価されていると感じていた。日本人は、個人が外国人なので、
単純な課題をすることが出来ないと思っているそう： “I think they want to help you 
because they assume you can’t, like things are too difficult for a foreigner to do  in Japan, 
and they want to help you（H）”。 
 しかし、これを有利にする個人もいる。 「Gaijin Privilege」は、外国人であるため、日
本人の同僚と同じように頑張っていることやいくつかのルールに従うことを免除されてい
ると感じる肯定的差別の一形態である：“I gain from this discrimination, I do not lose. For 
example, if I was a Japanese person trying to do something, maybe they will not allow me 
to do it, but being a foreigner they let me do it, because they assume I do not know （F）”。 
 日本における外国人の適応プロセスの重要な側面は、前述の問題を解決する方法である。 
友人、同僚、教師、または隣人でさえ、人々からの助けを求めるのが快適であると感じて
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いる個人がいる：“I'm quite lucky to have really good friends and colleges at work that help 
me, and they have really high level of Japanese and they help me when I need it（H）”。
他の人は技術ツールを使用することを好む人がいる： “I was always using Google 
Translate to survive（D）”。しかし、参加者の中には、理解できないことを無視して、受
動的なやり方で解決するのを待っている個人もいる：“If (the mail) does not have my name 
is not important. If it's important is going to come back（G）”。 
＜適応＞ 
 個人のバックグラウンド；個人の関係と動機；変化とそれから生まれた問題；問題を解
決する方法。 新しい文化への「適応」の可能性を導くいくつかの要因である。 しかし、
それ個人のために自体が何を意味するのかを知ることも重要である。 
 適応が可能であると信じている個人の場合、この場合は単に快適に暮らすことができる、
または重大な問題なしに日々の生活に従うことができると定義されている：“I feel adapted 
because I can live my life normally（G）”。 
 逆に、適応が不可能であると信じている個人については、これは新しい文化についての
すべてを知っているか、「100％適合」と定義されている： “But I do not feel really 
adapted. Not 100%. I cannot say I'm adapted, because I do not know everything（E）”。 
これらの個人は、外国人で完全に適応できないため、拒絶感を経験する： “I respect 
Japanese culture, but I know I cannot be Japanese. Even if you get the citizenship. Even if 
you get plastic surgery（F）”。 適応の概念は完全な日本人になることに関連しているので、
不満を感じる。 
 「適応プロセスの順序」に関しては、適応は連続的なプロセスであり、それを自分の経
験に適用できるという考えを共有している個人がいる：“At first everything is great and 
then the language barrier comes and everything is a crisis. For me, that was the time I 
could not really communicate with people, but, in the third stage, I started using the 
Japanese I knew to really communicate, maybe in a simple way, but I could do it（I）”。 し
かし、適応は連続的ではないと考える個人もいる。彼らの経験から示されているからであ
る：“Somedays I would feel like I love this place and everything is perfect, and some days I 
feel like there are problems but I can overcome them, and other days I feel like in the 
middle of a crisis（F）”。 参加者のほとんどがカルチャーショックの適応ステージに位置
していることに言及することが重要である。 
 「文化的態度」というサブカテゴリーに含まれた新しい文化との関係で人々がどのよう
に出身国の文化を見たのかということに関しては、参加者の態度は、文化変容戦略と多少
関連していた。 
 いくつかの個人は、両方の文化に興味を示した： “I'm from Bangladesh but I'm here, so I 
want to keep both of the cultures. I cannot be Japanese, but I need to respect and adapt to 
these Japanese culture（D）”。 他の個人は新しい文化にもっと興味を示した： “So I want 
to do as many as Japanese things I can, to live how Japanese people live. Of course there 
are things that I do now that I did not enjoy in England. For example, in England I never 
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went to karaoke, but here I go. I think is an important part of culture（H）”。 いくつかの個
人は、出身国の文化にもっと興味を示した： “When you first move you can be more 
comfortable with English speakers. If I stayed a lot with Japanese people I would get really 
homesick（A）”。 他の個人は文化に関心がなく、両方の文化を拒否する“I do not consider 
myself of either of those cultures（E）”。 ここで強調すべき興味深い点は、時には同じ個
人が出身国の文化と新しい文化について相反する意見を持つことがあり、2 つの態度の間
に位置することである。 
出身国による分析 
 研究の目的の 1つとして、参加者の定性的情報は、出身国によって分析される。 出身国
は、パーソンズの感情象限の分類に従って分類された(Parsons & Shils, 1951).。 
 分析のために、M-GTA に起因するカテゴリーおよびサブカテゴリーのいくつかを比較ポ
イントとして使用する。 
・スカンジナビアおよび北ヨーロッパ 
表 4.10北ヨーロッパの参加者 
コード 年齢 性別 出身国 滞 在 の
理由 
滞在の時間 カルチャーショック
ステージ 
文化変容
戦略 
F 29 男性 ポーランド  仕事 3年 6ヶ月 どれでもない 周辺化 
H 24 男性 イギリス 仕事 6ヶ月 適応 同化 
I 24 男性 イギリス 仕事 2年 2ヶ月 適応 統合 
 北ヨーロッパから来たの 3 人の参加者は、出身国だけでなく、他の特性も共有していた。
3人は現在日本で働いている 20代の男性である。 3人の間の適応プロセスにおける類似点
の一部は、それらが共有するこれらの特性に起因する可能性がある。 
 インタビュー中で示されたコミュニケーションのスタイルに関して、3 人の参加者はニ
ュートラルタイプのコミュニケーションを持っており、多くの感情を表現していない。 答
えは短くて簡潔で、詳細な説明はない。 この 3つのインタビューは他の参加者と比べて最
短だった（33分、35分、40分）。 
 「来日のモチベーション」について、3 人の参加者は来日について多くの熱意を示さな
かった。 国に興味を持っていると言うが、興味を持っている特定の側面は何も言及してい
ない。 彼らにとって、日本は目標を達成する方法を意味する。 同様に、3人の参加者は来
日前に日本の文化について表面的な調査を行っただけである。 
 インタビューの過程で彼らが話す関係（家族、友人、仕事同僚など）も中立的で遠くの
タイプである。 家族や友人たちは、彼らが日本に来るという深刻な意思を持っていること
に気づいたときに、彼らを支えた。 家族について話すとき、感情的な表現はなく、事実だ
けである。 家族との関係のこのような性質のために、日本に来たときに関係が大きな変化
を示さないからである。 
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 イギリスから来た 2 人の参加者は、出身国を日本と比較する傾向があり、それは彼らの
文化の認識を悪化させている。 ポーランド人の参加者は、両国を比較することに何の関心
も示さない。3 人のうちの誰も出身国が自分の個人的なアイデンティティの一部となった
とは考えていない。 
 自分自身で認識される変化は、発達段階の変化に関連している。 彼らが一人暮らしする
のは初めてであり、「大人の仕事」を持っていることも初めてである。 
 社会的な壁に関しては、3 人の参加者のだれも、日本と出身国の感情の差異に問題があ
ると表現していない。 日本人（特に東京で）は多少冷たくて会話は浅いと言うが、それは
不満をもたらすものではない。 3 人のうち、日本人（または他の外国人）と積極的に社交
的に関心を持つ人はいない。 
 「問題と心配」に関連して、3 人の参加者のいずれも高レベルの日本語を持っていない
ので、言葉の壁になる傾向がある。 3 人の参加者は現在仕事しているので、作業負荷が過
度であり、それに対処できないという心配がある。 
 北ヨーロッパから来た参加者と人種差別について話すと、3 人のすべてが肯定的な差別
の存在を浮き彫りにしている。 3人はすべて Gaijin Privilegeを利用し、彼らが扱われる異
なる方法が何かプラスであると考える。 彼らは、外国人であるためマンションを借りるこ
とができない場合など、日常生活に影響を及ぼす場合を除いて、この事実について否定的
な感情を示さない。. 
 「問題解決戦略」に関しては、参加者は技術のツールと他の人の支援を利用する。 しか
し、容易には解決できないと感じる問題を無視する傾向がある。 
 適応について話すとき、参加者は適応されていると言うが、適応の概念は興味深いもの
である。 適応は、日常生活を快適にすることができ、通常のルーチンに従うことができる
ということに関連しているが、日本人になるように感じるまでは適応することは不可能で
ある。 
 文化変容戦略に関しては、3 人の参加者は異なる戦略を示した。 しかし、3 人は、自分
の文化にほとんど関心を示さなかった。 
 日常生活の改善に役立つ要因に関しては、伝統的な食べ物の重要性が問われた。 しかし、
参加者のいずれにとっても食料は重要な要素ではない。 参加者２人はビーガンであること
に言及することは重要である。 
 参加者が共有する情報は、社会関係と感情的コミュニケーションに与えられる重要性の
観点から、感情象限に関するパーソンズ理論と一致する。 参加者は、日本のコミュニケー
ションスタイルに対する欲求不満の気持ちを示さず、問題は特にない。 逆に、主要な問題
は、論理的な解決（例えば、言葉の壁があったら、勉強する、等）を伴って、特定的なタ
イプの問題である。 参加者の特徴を以下の表 4.11に要約する。 
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表 4.11.北ヨーロッパの参加者の特徴のまとめ  
要因 特徴 
コミュニケーション ニュートラルで短いインタビュー 
来日のモチベーション 日本が方法として 
出身国の関係 遠く、支持的、来てから変化なし 
自分の文化の知覚 悪くなった、興味があまりない 
自分自身で知覚された変化 発達段階の変化に関連して 
日本の関係 興味があまりない、問題なし 
問題と心配 言葉、具体的な点 
人種差別 肯定的な差別 
問題解決 論理的な方法で解決、いくつかを無視 
ステージ 楽に暮らすことができる 
文化変容 遺産分化にあまり興味がない 
伝統的な食べ物の重要性 食べ物が重要ではない（ヴィーガンズ） 
 
・アジアと東アフリカ 
表 4.12.アジアからの参加者 
コード 年齢 性別 出身国 滞在の
理由 
滞 在 の
時間 
カルチャーショ
ックステージ 
文化変容
戦略 
D 25 女性 バングラデシュ 勉強 6ヶ月 調整 統合 
J 28 女性 インドネシア 勉強 2年 調整 統合 
 アジア諸国からのグループを構成する 2 人の参加者は、現在日本で勉強している 20 代
の女性である。 同様に、両人はイスラム教徒であるため、国家グループに加えて特性を共
有する。 
 参加者のコミュニケーションスタイルは直接的であり、軽い感情表現であった。 自分の
感情について話したが、インタビュー中に直接表現しなかった。 
 「来日のモチベーション」に関して、どちらの参加者も日本に直接関心を示し、興味が
あり、または重要であると思われる特徴を述べていた。 両人とも日本に来る前に文化や少
しの言語の研究をし、本や他のメディアから学んだ。 
 出身国の家族や友人との関係は、遠く離れているという特徴がある。 参加者が日本に来
たときに関係が失われた場合、感情的な反応はなかった。両親の反応は、日本で高等教育
を受けることに誇りを持っていたが、決定に不安を抱いていたがそれを理解できなかった。 
 参加者が日本に到着したとき、出身国と日本の間に共通するものが多くあると認識した。 
出身国の認識は、この比較に関連してほとんど変化しておらず、どのような点でも悪化し
ていなかった。 
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 自分自身で認識される変化は、自分が今より多くのことを行うことができ、自己概念を
改善できることに気づいたことに関係している。 参加者はより良いコミュニケーションを
とることができ、将来の可能性をもっと考えることができる。 
 日本の社会関係は大きな問題ではないが、学校内でストレスの原因となる友情の形成に
関連している場合もある。 
 参加者は、出身国と日本の間で非常に多くの変化を感じていなかったので、到着したと
き、最初のショックはあまり強くなく、ほとんど言語に関連していた。 もう一つの重要な
問題は、宗教的慣習に関連していた。なぜなら、両人にとって、ハラルの食べ物や毎日の
5 つの祈りを行う場所を見つけるのは難しいからである。 この問題には、日本人がこれら
の慣行の重要性を理解していないという問題も含まれる。 
 参加者の 1 人は、彼女が人に観察される時に不快感を感じたり、時には教師からの温情
主義的態度があると考えているが、積極的な差別はないと考えている。特に東京の中心部
では安心できる。 
 日常生活の問題を解決するために、二人の参加者は外国人のためのチュータプログラム
を利用して、他の人や大学のプログラムに依存している。 
 適応の概念に関連して、両人は文化の側面や宗教的実践に関連する問題を解決する方法
についてまだ学ぶ必要があると考えるので、調整ステージに位置する。 
 同様に、出身国の文化と日本文化はあまり変わらないと考えているので、文化変容戦略
は統合的であり、どちらの文化に対しても同じ態度である。 
 適応プロセスのための伝統的な食物の重要性について尋ねられたとき、ハラル食品の重
要性と店やレストランでそれを見つけることができると如何に嬉しく感じるかを強調した。 
表 4.13. アジアの参加者の特徴のまとめ  
要因 特徴 
コミュニケーション 感情について話すが、表現しない 
来日のモチベーション 日本が目標として 
出身国の関係 遠くて、アンビバレント 
自分の文化の知覚 比較点としての日本 
自分自身で知覚された変化 自己イメージが良くなった 
日本の関係 ほとんど同じ、本当の友達を作るのは少し難しい 
問題と心配 言葉、宗教的実践 
人種差別 ほとんどない 
問題解決 人と機関からの手伝い 
ステージ 調整ステージ 
文化変容 統合、文化が似ているから 
伝統的な食べ物の重要性 ハラル食品の重要性 
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・アメリカとカナダ 
表 4.14．アメリカからの参加者 
コード 年齢 性別 出身国 滞 在 の
理由 
滞在の時間 カルチャーショ
ックステージ 
文化変容戦略 
A 24 女性 アメリカ  仕事 3年 2ヶ月 調整 統合 
C 41 女性 アメリカ 仕事 6年 6ヶ月 適応 統合 
 
 アメリカから来た 2人の参加者は、英語教師として学校で働く女性である。 どちらも日
本人と結婚していたが、そのうちの 1 人は元中国人であった。 A さんはラテン系の家族で
生まれて、Cさんはアメリカ系の家族で生まれた。両者の年齢は大きく異なる。 
 ２人のコミュニケーションスタイルは、ストーリーとエピソードを中心に、他の参加者
のコミュニケーションスタイルよりも逸話的であった。 特に感情的なものではなかった。
話の中でどのように感じるかについてほとんど話をしていないからである。 両者のインタ
ビューの期間は特に長かった（80分と 46分）。 
 両者の「来日のモチベーション」は、仕事の機会に由来するので、より偶然的であった。
しかし、A さんは京都の夏期プログラムに参加していた経験があったが、C さんは日本の
文化についてはほとんど知らなかった。 
 「出身国での関係」に関しては、家族のバックグラウンドの違いにより、2 人の参加者
の間に有意差がある。C さんの家族は彼女が日本に住むことができるようにサポートして
いたが、Aさんの家族は抵抗し、多くの否定的な反応を持っていた。 
 両者とも、日本に来て以来、主に彼らの国からの否定的なニュース（射撃、テロ攻撃な
ど）しか聞こえないため、出身国の認識が変わった。両者の参加者は、出身国が個人的な
アイデンティティーの一部となったと考えている。つまり、アメリカ人であると、自己紹
介するときに言わなければならないことの一部である。 
 両者の参加者は、直面する新たな問題を打ち勝つ新しい能力に関連して、自分自身で変
化を知覚する。しかし、両者は、日常生活のための夫に依存して、特に言語のために、依
存度が高まっているということに同意する。 
 日本の関係については、両者の関係は非常に浅いと思うが、日本の同僚と時間を過ごそ
うとする時に、社会的なルールを理解するのに問題がある。特に、日本人が直接的に表現
することはできないと思うので、どちらの参加者も日本のコミュニケーションスタイルに
問題がある。 
 2 人の参加者の問題は主に言語に由来するが、社会的側面や職業的側面に関連する問題
もある。両者の最大の関心事の一つは、仕事の内外でどのように手続きをするのか分から
ず、手助けが必要な時に日本のコミュニケーションスタイルを理解していないことに直面
していることがある。 
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 興味深いことに、日本の差別について質問されたとき、2 人は友人や知人に起こったエ
ピソードで反応した。自分に対する差別について話すとき、それはマイクロアグレッショ
ンに関連してより間接的である。 
 どちらの参加者も他の人に依存して問題を解決しているため、関係に役立たないように
感じる。しかし、このようにして問題を解決することで、課題の仕方を変える意思はほと
んどない。 
 C さんは、日本に来たばかりのときよりも多くのことをすることができると感じるので、
日本に適応していると表現している。 A さんはそれも彼女にも当てはまるが、調整ステー
ジで考慮されていることについて、さらに多くを学ぶことができると考えている。 
 どちらのケースも統合戦略を示しているが、どちらも日本文化に対する関心と知識はほ
とんどない。 すなわち、両者の文化の一部になるつもりが、彼らの日本文化の概念は非常
に浅いである。 
 どちらの参加者も、伝統的な食べ物へのアクセスは、日本での経験を向上させるために
非常に重要な側面である。 食べ物は家族に近づく感じるのを助け、日本でアメリカ料理を
見つけることができれば勝利になる。 
表 4.15. アメリカの参加者の特徴のまとめ 
要因 特徴 
コミュニケーション 逸話的 
来日のモチベーション 偶然に 
出身国の関係 家族の背景に応じて 
自分の文化の知覚 アイデンティティとしての国家 
自分自身で知覚された変化 依存になった 
日本の関係 日本のコミュニケーションスタイルが理解できない 
問題と心配 言葉、手続き 
人種差別 他者の体験から 
問題解決 他者に依存する 
ステージ 出来ることに基づく 
文化変容 統合が浅い 
伝統的な食べ物の重要性 家に近づく 
 
・ラテンアメリカ、アラブ諸国、南ヨーロッパ 
表 4.16．ラテンアメリカと南ヨーロッパの参加者 
コード 年齢 性別 出身国 滞 在 の
理由 
滞在の時間 カルチャーショ
ックステージ 
文化変容
戦略 
B 32 女性 ポルトガル  勉強 2年 6ヶ月 調整 統合 
E 26 男性 グアテマラ 勉強 2年 6ヶ月 調整 周辺化 
G 24 女性 ドミニカ共和国 勉強 2年 6ヶ月 適応 分離 
 これは参加者の出身国の間に最も大きな違いがあるグループである。一人はヨーロッパ
から来て、もう一人はアメリカの島から来てともう一人は南米から来たからであった。 年
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齢や性別も多様である。 ただし、在留期間と職業はまったく同じである：3 人は日本に 2
年半滞在している大学院生である。 
 参加者のコミュニケーションスタイルは、他のグループと比較して最も感情的であった。 
参加者は自分の気持ちを自由に話し、多くの例を挙げて関連エピソードを話すことが多い。 
インタビューは長く、内容が多かった（それぞれ 70分、46分、45分）。 
 3 人の参加者の「来日のモチベーション」は、可能な限り最高の教育を受けたいという
ことであった。 これは、出身国が日本よりも教育水準が低いという事実に関連している。 
3 つのケースは、日本には特別な関心があったが、様々な他の理由もあった：1 人は研究
の対象であったため、もう一人はアジアの祖先があったため、ともう一人は子供のころか
ら日本文化に興味を持っていたからである。 
 出身国における家族関係は特に緊密で感情的である。 日本に住む計画への家族の反応は
全参加者の中で最も否定的であった。 これは、これらの国の家族の動的は、子供が両親の
決定を世話し、尊重しなければならないという事実に重点を置くという事実に帰せられる
が、逆の場合はそうではない。 
 2 つのケースでは、日本に住んでいるから、認識が悪化しているが、出身国の文化にあ
まり関心がない。残りのケースについては、知覚が悪化していると感じているが、自分の
国についてさらに学び、学んだことでそこに住み戻って経験することを望んでいると感じ
ていると記述しているため、ある程度のアンビバレンスがある。いずれの場合においても、
日本は多くの面で優れた国であると認識しており、出身国と比較すると幻滅の気持ちがあ
る。 
 3 つのケースは、日本に住んでいるから、より独立しており、以前に打ち勝つことがで
きなかった多くの課題を打ち勝つことができると考えることに同意する。 2 人の参加者が
初めて単独で暮らし、発達段階から成人期に向かいつつある。残りの参加者は既に別の国
に住んでいたが、日本に住んでいるから、より独立したと考える。 
 日本の関係は、このグループの 3人の主な問題である。 日本のコミュニケーションスタ
イルは理解しにくいし、社会的関係もそれほど表面的ではない。 彼らはより多く、言語的
にそして感情的に自分自身を表現する必要があると感じ、日本人との友好的な関係の中で
それを達成できない。 これは、欲求不満と拒絶感を生み出す。 同様に、大変な問題を抱
えている時に日本人の友達を信頼することができないと考えるので、不安を生む。 
 社会的な問題に加えて、主な問題の 1 つは言語である。 3 人の参加者のいずれも、適切
なレベルの日本語を持っていないので、社会的ニーズを満たすのに十分ではない。 同様に、
手続きの相違に関連する問題（法律、健康、等）は常に心配される。 出身国で簡単だった
手続きを理解していないと、不安と不満感を引き起こす。 
 3 人の参加者は、日本で差別があることに同意するが、それは異なる方法で経験した。 
2 人の参加者（女性）は日本人の尻馬に乗るために肯定的な差別を利用しているが、残り
の参加者（男性）は否定的な経験しか持たなかった。 
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 言語に関連する問題を解決するために、3 人は他人に依存して助けを求める。 しかし、
助けを求めるときに、彼らは学校、専門機関、友人のいずれであろうと、社会的に日本人
にアプローチする機会とも認識している。 
 カルチャーショック理論の調整段階にあると考えている 2 人の参加者は、適応は非常に
複雑で変化するプロセスであると考えているため、適応しているとは思わない。 一方、残
りの参加者は、快適に暮らすことができれば、適応されていると考えている。 3 人の参加
者は、日本人と見なすことができない、あるいは文化の中に完全に含まれることが不可能
だと考えていることに同意する。 
 3 人の文化変容戦略は異なる。 しかし、彼らの文化変容戦略にかかわらず、日本での滞
在を可能な限り学びたいと考えている。 
 伝統的な食べ物に関しては、それはユーモアを向上させる重要な部分であるが、2 人の
参加者は、特にそれを見つけるのが難しいために、それが不可欠ではないと考えている。 
残りの参加者は、見つけるのが難しいので、それを重要にすると考えている。 
表 4.17. ラテンアメリカと南ヨーロッパの参加者の特徴のまとめ 
要因 特徴 
コミュニケーション 感情的で逸話的 
来日のモチベーション 質の良い教育を受ける 
出身国の関係 近いが否定的な反応 
自分の文化の知覚 日本に比べって、悪くなった 
自分自身で知覚された変化 より独立 
日本の関係 浅くて、表現力がない 
問題と心配 関係、言葉の壁、手続きのやり方 
人種差別 存在するが、異なるレベルにある 
問題解決 人からの手伝いが友人を作る機会 
ステージ 完全に含めることは不可能 
文化変容 相違はあるが、日本から可能な限り全てを習いたい 
伝統的な食べ物の重要性 見つけるのが難しい 
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第 5章 考察 
 この研究の結果は、先行研究で述べたいくつかの研究の結果と一致する場合もあるが、
異なる場合もある。次に、これらの相違点と類似点について説明する。 
第１節 カルチャーショックのステージ 
 参加者の大半は適応ステージにあると認識していることが判明した。  しかし、これら
の参加者の「問題と心配」に関連する回答を分析すると、それが適応と感じているにもか
かわらず、危機ステージにいる個人に典型的な多くの心配や問題（言語、社会関係、やり
方の手続き）があることが分かる。この問題と心配は、オーベルグ(1960)のステージの説
明によると、危機ステージの特徴である。 
 これは、定性的段階の参加者がどのようにして適応プロセスを非連続的と記述したかに
関連している可能性がある。 適応プロセスが連続プロセスでない場合、個人はいくつかの
瞬間または状況では適応すると感じるが、他の状況では危機を感じる可能性がある。 これ
は、実際に彼らがそれらを「飛び越えている」ときに、参加者が自分自身をあるステージ
に位置づけることにつながる可能性がある。 
 同様に、調査の適用中に、「ショック」と「危機」という言葉を見たとき、参加者の側
で否定的な反応が観察された。 実際に危機ステージにいる参加者の中には、この現実を受
け入れることが難しく、代わりに適応された人として自分自身を示すかもしれない。 これ
は、ショックという言葉が人によって非常に否定的な反応を示し、回答に影響を与える可
能性があるというウィンクルマン(1994) の考えと関連している。 
 参加者が危機ステージにいると報告していない理由についてのもう一つの仮説は、個人
が家族や友人との接触がほとんどなく、危機ステージにいると受け入れることで、 起こる
否定的な感情に対して、どのように反応して制御するかを知らずに、不安になる。 
 ハネムーンステージにいると回答した参加者の結果を分析すると、このステージで提供
された説明（「すべてが新しくて面白いです」と危機ステージで説明した：「滞在の最初
の１ヶ月に始まります」）と実際の参加者の滞在の間に差があった。これらの参加者は、
提供された説明を理解していないか、正しく読んでいない可能性がある。また、ウィンク
ルマン(1994) が考えるように、個人が実際に文化と接触していないこともあるため、次の
ステージに進むために必要な問題にはさらされていない。文化の層についてのトロンペナ
ーアズとハンプデン・ターナー(1997) の理論の中でも、いくつかの個人は文化の明示的な
部分だけを知覚するので、その内部には絶対に進まない。その一例は、日本にある米軍内
のアメリカ人のライフスタイルである。 
 カルチャーショックのステージの検出に特化した尺度を提供することができないという
事実は研究の一つの限界になった。参加者に自らがどのステージにいると考えていると自
己報告したので、答えは主観的知覚、防衛方法、概念の理解の違いなどによって影響を受
けた。 
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第２節 文化変容戦略 
 カルチャーショック理論のステージとは対照的に、標準化された尺度のおかげで、参加
者の文化変容戦略のタイプを決定することができた。 これにより、直接的な意見ではなく、
参加者の行動や感情に関連する結果が得られた。参加者の大半は統合戦略を示した。つま
り、彼らの出身国の文化は新しい日本文化と同様に重要である。 
 文化変容戦略の尺度の質問の中で、多くの参加者が「私は母国の人と結婚してもいい
です」と「私は日本人と結婚してもいいです」という 2 つの質問に答えることを拒否し
たことに注意することが重要である。 この傾向は、主に既に結婚していた参加者に提示さ
れたが、結婚していない参加者の中にも提示された。 それ以降の研究では、この質問の仮
説的な質を強調することが重要であろう。 
 出身国の文化と新しい文化に対する参加者の文化的態度は、ベリー(1980) が二次元的視
点から提案した戦略にほぼ完全に適合しているという事実との関連性が高い。 文化変容戦
略または文化的態度は、問題とその解決方法をどのように認識するかを定義するため、適
応プロセスの重要な要素となる。 
第３節 カルチャーショックのステージと文化変容戦略の関係 
 両方の概念間の関係を見つける目的のためにカルチャーショックのステージと文化変容
戦略の結果を比較すると、集団が統計分析のために適切に分配されなかったという限界が
見出された。 しかし、これらの概念の比較のケース分析の結果、いくつかの興味深い傾向
が見出された。 
 ハネムーンステージ内の参加者は、新しい文化、特にその社会的側面に対してより積極
的な態度を示す傾向があった。 しかし、彼らがまだ出身国の文化からの友人を作ることは
重要である。 
 危機ステージにいる参加者は、出身国の文化への関心がやや高い傾向があった。 しかし、
一般に、このステージの個人は両方の文化に対してより中立的な態度をとっていた。 この
特徴は周辺化的な戦略と同様である。 
 調整ステージと適応ステージの参加者は、出身国の文化と新しい文化に対する態度を比
較するときに同様の傾向を示し、両方の文化に対して積極的な態度を示した。 どちらのス
テージでも、参加者は新しい文化と出身国の文化両方を守ることに興味があるが、出身国
の文化の側面、特に価値に関連する側面には少し傾いている。 
 ステージのいずれにもいないと述べた参加者との関係では、特に社会的側面において、
出身国の文化に対する傾向が見られた。 
 ステージと戦略の比較という観点から研究課題に答えられない場合でも、ステージと遺
産下位尺度と主流下位尺度との関係が観察された。ハネムーンステージの参加者は、主流
文化への明確な傾向を示した唯一のグループだった。 危機ステージの参加者とステージを
選択しなかった参加者は、出身国の文化への傾向を示した。 調整と適応ステージの参加者
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は、出身国の文化に対して少し傾いていたが、両方に対する態度は非常にポジティブであ
る。 
第４節 外国人の問題と心配 
 参加者が現在にある問題や心配を分析するとき、関連する仮説を検証することができた。 
参加者の 82％が日本語を話せると表明していたが、41.6％が言葉の壁に関連する問題や心
配を表明した。 しかし、定性的な結果からわかるように、同じ言語を話しても、コミュニ
ケーションスタイルの違いは相互理解の障壁となる。 
 参加者にとっての他の重要な問題は、「友人と社会関係」、「仕事」、「お金」であっ
た。これは、米国内の留学生の主な問題は、学問的、社会的、文化的側面に関連している
ことが判明したがウーと共同研究者（2015）の研究とわずかに相違している。 本研究の
参加者の半数が学生であっても、学問的問題は特に言葉の壁と関係していた。 また、文化
に関連する問題や心配は、異なる国で研究が行われたときに変化するため、新しい文化に
完全に依存しているように見える。 
 新しい国と関連しているように見える別の要因は、経済的要因に対する心配である。本
研究ではお金についての心配は 3 番目であったが、米国でジョーハンソン（2010）が行っ
た研究では、財政問題が参加者の主な心配であった。 
 注目すべき 1 つの興味深い点は、日本の外国人をサポートするために開発されたプログ
ラムの多くは、基本的な問題として言語を考慮に入れているが、社会的な関係や財政問題
などの側面は含まれていない。 
 ほとんどのプログラムは、稲葉（2016）や杉原と共同研究者（2011）のように、言語、
文化的側面（生花や書道など）、正しいマナー（お辞儀や茶道のやり方など）などに焦点
を当てている。外国人が何を心配しているかを知ることは、適応プロセスにおいてより有
益なプログラムを開発するのに役立つ。 
 外国人による心理的支援へのアクセスがこの点に関連する。 仮定したように、参加者の
大部分は、心理的サポートサービスの入手方法や場所を知らない。 これは、カウンセリン
グ・サービスを意識していない留学生が、より高いストレスを感じる傾向があることにつ
いてのニーナの調査（2009）に関連しており、外国人に対するカウンセリング・プログラ
ムの意識を高めることの重要性を強調する。 
 心理的サポートサービスの意見について質問されたとき、大学内でサービスを利用した
参加者は、それらが重要な支援であると考えていることが分かった。 しかし、大学外でこ
のサービスを求めている参加者は、外国人にとって特別なサービスはなく、言語は治療や
相談の重要な障壁であると考える。 これは、アラムディーとアート（2016）の結果に、
米国内の外国人に対する必要な支援の欠如について追加することができる。 
 定性的段階で見つかったように、新しい文化に関心を持っている参加者は、来日前に日
本について調べる傾向がある。 これは、チェンと共同研究者（2011）の研究と一致して、
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個人に文化的知性の高いレベルを与えるように、適応プロセス中に問題の開発を軽減する
ためのサポートの重要なポイントのようである。 
第５節 出身国の影響 
 参加者の社会経済データを分析すると、出身国は予想以上に多様であることが判明した。 
定量的段階の参加者 172 人は 36 カ国から来た。 参加者の大多数はアジア諸国からであっ
た。 中南米、アラブ諸国、南ヨーロッパから来た参加者もいった。 わずかな割合の参加
者が北ヨーロッパ、米国、カナダからだった。参加者の多様性は、言語（26 ヶ国語）、滞
在時（1ヶ月から 360ヶ月）にも存在した。 
 この分布の違いは、研究が行われた地域で期待されているが、出身国の異なる各国間の
比較分析は困難であった。 これにより、定性的研究の必要性も明らかになった。 
 北ヨーロッパ出身の参加者は、遺産文化に関する活動にはほとんど関心がなかったが、
両方の文化（遺産文化と主流文化）に対して同様の態度を示していた。 これらの国々から
期待されるより中立的な特徴を示したトロンペナーアズとハンプデン・ターナー(1997)が
説明したように、これらの国から来た参加者は、自分の気持ちを他人の前で表現せず、仕
事や学校内で社会関係を持つことに関心を示さない。 
 アジアと東アフリカの参加者は、遺産文化に対するやや傾きを持っていたが、日本人の
友達もいることに興味もあった。 新しい文化は多くの側面で出身国の文化と似ているので、
その傾向の理由は定量的なデータでは見つけることが困難であり、定性的段階で分析され
た。 これらの参加者の出身国の文化と新しい文化は非常に似ているので、同じ食べ物を食
べたり、同じ服を着たり、同じ関係を維持したりすることを続けることは可能である。 遺
産文化はまだ主流文化に存在している。 
 定量的段階から中国と韓国の参加者がインタビューに関心を示したときでさえ、募集メ
ールに答えなかったので、定性的段階ではこれらの国の代表者はいなかったことに注意す
ることが重要である。 これは、これらの国々から期待される中立的な態度と関連している
可能性がある(Parsons & Shils, 1951)。 反対に、ラテンアメリカの参加者は、インタビュ
ーに参加することに多くの関心を示したが、それがこれらの国の社会的、感情的な特性の
ためか、参加者は研究者が同じラテンアメリカの外国人だったということを知っていたか
どうかを知ることは困難である。 
 ラテンアメリカ、アラブ諸国、南ヨーロッパからの参加者の態度は、特に社会的要因に
関連していた。 出身国の文化の人々と仲良くなり、主流文化の人々と社会的関係を持つこ
とに興味がある。 これらの参加者が日本人に自分自身を十分に表現できないときや日本人
が十分に表現していないと感じるときの不満は、ガタマン(2016)が彼の研究で報告したも
のと関係する。これは、これらの国々が日本よりも感情的であり、日本人との関係が同じ
社会的強調を持たないことが予想される。 
 アメリカとカナダから来た参加者は、文化に対する最も極端な態度を持ち、遺産文化へ
の明確な傾きを持っていた。 特に、主流文化のエンターテインメントやユーモア、価値観
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や行動を受け入れる（または理解する）のに苦労した。 ユーモアと価値は通常、言語の使
用に依存しており、外国人が誤解しやすいため、これは言語能力にも関連している可能性
がある(Trompenaars & Hampden-Turner, 1997)。 
 これらの結果は、M-GTA 内の適応プロセスのモデルのデータを分析する際に、これらの
違いを考慮に入れながら、国間の違いに焦点を当てたより深い定性分析の必要性を示した。  
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第 6章 結論 
第１節 M-GTAの結論（国間差異を含む） 
 外国人の日本への適応プロセスに関する第 2の研究課題に答えるために、M-GTAが用い
られ、結果として適応プロセスのモデルが得られた。 しかし、定量的段階と同様に、参加
者の出身国の差による違いは、プロセスを分析する際に明らかになり、分析された。 
 日本での外国人の適応プロセスは、新しい国に到着する前に始まる。 これは、来日のモ
チベーションが後に直面する問題の量と質に影響を与える重要な側面である。 例えば、日
本に関心を持っていた個人は、文化的な違いに関連する問題が少なく、日本に到着したと
きの最初のショックは、社会的側面よりも言語に関連していると表現されていた。 これは
国に対する関心があり、文化とその習慣について以前に調査したからである。 
 同様に、来日の意思に反応した個人の家族や友人が、滞在の開始後にこれらの関係がど
のように変化したかに影響を与えた。同じように、決定を支持しなかった家族を持つ個人
は、経済的な問題や孤独の気持ちに直面した。 
 先進国からの個人は、日本が自分の目標を達成するための単なる方法であると見ている。
彼らは通常、支持する家族がいるが、感情的に離れているので、日本に到着してから、関
係で多くの変化がない傾向がある。 
 日本に到着すると、参加者のほとんどは家族から遠く、一人暮らしの経験に初めて直面
した。 このことは若い参加者の自立感を奨励した。これは、出身国の家族や友人との関係
の性質にも影響を与えた。 青年期から成人期への発達段階の変化は、適応プロセスと共同
して起こり、独立感を統合するのに役立った。 
 しかし、年齢の高い参加者の場合、知覚については反対である。 これは、出身国では完
全に独立した大人であり、日本に到着したときには、主に言語や日常生活の手続きに関す
る知識の欠如（法的手続き、医療手続き、交通など）に直面していたためである。これは、
日本に来ることが良い決断であったかどうかについての不満感と疑念を引き起こした。 
 依存の変化はまた、出身国における異なる安全保障のレベルに関連している可能性があ
る。開発途上国からの参加者は、出身国と比べて、より多くの独立した感じさせられ、望
む時に外出して自由であることなどを表明していた。 
 多くの参加者にとって、出身国と異なる国に住んでいることにより、出身国の代表者に
なる。 出身国は個人の一部となり、彼らが行動する方法は、個人としての人よりも出身国
の代表だとすることになる。 一部の参加者にとって、これが出身国についてより多くのこ
とを学ぶ機会になるが、他の参加者はこのように扱われることは喜ばしくない。 
 新しい国を出身国と比較することは、かなり一般的で、おそらく不可避である。 日本は
先進国なので、開発途上国からの個人は他の先進国諸国の個人よりもこの違いを知覚して
いる。 北ヨーロッパの参加者は社会的な違いを重視していたが、これは多くの感情を引き
起こすものではなかった。 対照的に、ラテンアメリカと南ヨーロッパの参加者では、社会
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的側面だけでなく、インフラストラクチャーやサービスにも大きな変化があり、出身国に
対して失望感を募らせる。 
 社会的側面における変化の認識は、個人の出身国に大きく依存する。 アジアから来た個
人は、社会や関係で軽微な違いを認識する傾向があるので、この側面に関する問題があま
りない。 同様に、北ヨーロッパの個人は社会的な関係にあまり関心をもたないので、日本
の関係や出身国の違いは問題でも心配でもない。 
 反対に、アメリカと南ヨーロッパの個人の場合、社会的な関係の違いは、ストレスや欲
求不満の重要な要因であり、問題であり、絶えず心配されているので、適応プロセスに大
きく影響する。 
 社会的な関係を達成するために必要なコミュニケーションスタイルのこの違いは、言葉
の壁を超えており、社会的な壁からより多くの影響を受けている。 社会的で、感情的な国
から外国人に多くの問題を引き起こすこの障壁の側面の 1つは、表現の違いである。 外国
人にとっては、日本人との関係は、彼らの出身国で慣れ親しんだアイデアや意見の表現の
レベルに達しないため、浅薄的であると認識されている。 
 これは「Nomikai Effect」の間に何が起こるかに関連している。 アルコールの影響とリ
ラックスした状況の下で、日本のコミュニケーションスタイルは、社会的で感情的である
国のそれに似て、より直接的になる。 これらの瞬間に、外国人と日本人の間のコミュニケ
ーションは、外国人にとってより身近な表現のレベルで起こる。 しかし、翌日、通常の社
会的抑制を受けた儀礼的な文脈に戻り、コミュニケーションは日本のスタイルに戻る。 こ
の違いを理解できないと、外国人に不満とストレスが生じる。 
 特定の宗教的実践が含まれている宗教がある個人の場合、日本の生活と出身国の生活の
違いがより明らかになることがある。 例えば、イスラム教の参加者は、自分の国では仕事
と学校のスケジュールが祈りのスケジュールの対象であるため、問題なく祈ることができ
ると説明していた。 日本に到着すると、スケジュールやカレンダーはこれらの宗教的行為
とは関係がなく、それに従うことが難しいことに気付く。 祈るために日常的なのスケジュ
ールを中断すると、日本人がこれらの実践の重要性を理解できないという気持ちがある。 
 参加者の大半は日本で人種差別があると思っているが、それらのいくつかはまた、それ
がプラス要因として使用することができると考えることを発見するのが興味深いである。 
「Gaijin Privilege」は、多くの分野で観察することができ、個人は、労力を少なくなると
知覚され、ルール外のことをすることができることを利用する。しかし、「Gaijin 
Privilege」を利用していない個人では、日本人によって無能であると認識されるのは、劣
等感、欲求不満、場合によっては怒りを引き起こす。 
 差別に関するもう一つの興味深い点は、多くの参加者が、他国で差別と見なすことがで
きる日本人の多くの行動が日本国内に差別ではないという信念を受け入れることである。 
これは社会的要因ではあるが、差別という言葉が各国、この場合は特に日本について何を
意味するのかを分析することは重要である。 
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 日本に住む外国人の問題を解決する最も一般的な方法の 1 つは、他人や機関の助けを求
めることであるため、社会的側面は再び影響を与える。 コミュニケーションスタイルの違
いを打ち勝つことができない個人は、日本人の助けを求めたり、助けを受けるのに問題が
ある。 個人が援助を求めなければならない社会的状況に直面したくない場合、技術を使用
するか、単に問題を無視することを好む。 
 個人が新しい文化に適応するかどうかを判断するには、適応自体が何であるかを知るこ
とが重要である。いくつかの個人にとって適応は、快適に生きることである。大きな困難
なしで生きることができれば、文化活動に参加していなくても適応すると感じる。 しかし、
他の個人にとって、適応は新しい文化の一部を感じることであるが、日本ではそれが不可
能であると感じるので、拒絶感がある。 
 興味深いことに、新しい文化に完全に適応できないと考える個人は、それを否定的に表
現し、そうすることができないという失望を表明している。 これらの個人は新しい文化の
部分になりたく、できない時には不満を感じるという欲求を起す可能性がある。 
 インタビュー中で、話し合いの中で参加者の遺産文化と主流文化に対する異なる態度を
観察することが可能であった。 遺産文化が主流文化と比較して知覚され、重要性を帯びる
方法は、適応のための個人の態度および将来のための計画に影響を及ぼす。 
 適応は、個人が日常生活を営むことができるかどうかだけでなく、満足するかどうかに
関係していなければならない。 住んでいる場所の一部を感じていないということは、欲求
不満、拒絶、不満、不安、怒り、悲しみの感情を作り出す。したがって、個人が日常生活
の活動をすることができても、効果的に行うことはできない。 
第２節 一般的な結論 
 この研究の参加者は、両方の段階で、出身国、言語、来日理由、および問題が大きく異
なっていた。 データをグループ化する際に、この問題によって、「日本在住の外国人」の
集団の中でどんな差があるのか理解することができた。 
 定量的段階の結果は非常にばらばらに分けられているので、カルチャーショックと文化
変容の理論との比較分析は計画どおりに実行することができなかった。 しかし、これによ
り、この研究が最初の研究課題に答えるのを妨げることはなく、集団の理解を深め、より
良い支援プログラムを開発するために利用できる情報、日本に住む外国人に関する大量の
情報を得ることができた。 
 第 2 の研究課題は、日本に住む外国人の適応プロセスのモデルを構築し、感情象限内の
国々の違いを分析することによって答えられた。 予想通り、文化のニュートラル・感情的
側面と拡散・特定の違いは、適応プロセスと、日本に適応する際の問題、課題、変化の認
識に影響を与えた。 
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 出身国の違いが個人の適応プロセスにおいて重要であったとしても、個人の個々の特徴
を考慮に入れることが常に重要である。 例えば、年齢は個人がいくつかの変化や問題をど
のように認識しているかに影響を与えていることが示されていた。 
 同様に、個人の出身国を考慮するとき、バックグラウンドの要因を考慮に入れることが
重要である。 個人の来日のモチベーション、家族や友人が出身国から提供し続けている支
援、そして関係が大きく変化したという要因は、適応プロセスとその中の問題の解決方法
に大きく影響する。 
 外国人のほとんどが心理的支援サービスについての情報を知らないので、これらの個人
は適応プロセスで避けられない問題や危機を打ち勝つ助けを得る方法がない。日本に住む
外国人の心理的支援のためのサービスや専門協会の開発を強化することは非常に重要であ
る。 
結論として、日本に住む外国人は、高度に変化し、異種の集団である。彼らが直面してい
る問題の悪影響を最小限に抑えるために適応プロセス中に適切な感情的および心理的支援
を提供するためには、出身国の特性と個々の特性も考慮に入れる必要がある。 
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平成２９年  月  日 
     殿 
研究参加依頼書 
 私は、首都大学東京人文科学研究科において、「カルチャーショックのプロセスと文化
変容戦略の選択との関係」について研究を行っております。 
 このたび、カルチャーショックのプロセスと文化変容の戦略の採用との関係があるのか
を明らかにするため、下記の通り研究を企画いたしました。研究参加者のプライバシー保
護及び倫理的配慮には十分留意いたします。ご多忙のところ大変恐縮ですが、研究の趣旨
をご理解いただき、ご協力いただけますようお願い申し上げます。なお、協力に同意して
いただける場合は、お手数ですが別紙「同意書」に署名していただけますようお願い申し
上げます。 
研究代表者 モレノ デニッセ 
〒１９２－０３９７ 東京都八王子市南大沢１－１ 首都大学東京 
人文科学研究科 人間科学専攻 臨床心理学分野 博士前期課程２年 
連絡先携帯（Email） ０７０－１４２１-３００７（damfpsic@hotmail.com） 
 
研究倫理責任者 永井 撤                    
〒１９２－０３９７ 東京都八王子市南大沢１－１ 首都大学東京 
人文科学研究科 人間科学専攻 臨床心理学分野 教授 
研究室番号 ５－２０１ 
 
記 
 
１ 研究の目的 
  世界の国際化とグローバル化が進み、移住者や留学生、難民、ビジネスパーソン、
旅行者（観光客）などカルチャーショックの影響を受ける人々が増えています。 
個人が新しい文化と関わる際に受ける影響については、大きく 2つの理論から研究がさ
れています。一つはカルチャーショック理論であり、個人が文化に適応していくプロセス
を段階的にとらえて説明しています。もう一つは、文化変容理論であり、個人が新しい状
況を打開するために選択した文化適応の戦略の種類を分類して説明しており、プロセスは
段階的ではなく永続的なものとしてとらえています。 
本研究では、カルチャーショック理論と文化変容理論の共通点を検討し、異なる文化に
適応していく際に困難な点を明らかにしていくことで、より良い文化適応について考察し
ていくことを目的として調査を行います。また、異なる文化への適応プロセスと感情知性
の関連性についても検討していきます。 
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２ 参加していただく手続き 
インタビューは約 1時間を予定しています。インタビュー前に許可を得て、ICレコーダ
ーに録音する予定である。参加者の可用性に応じて、八王子国際協会の会議（または首
都東京大学の臨床心理分野の心理相談室）で行います。この場所はどちらも静かで、他
人はインタビューに耳を傾けません。 
異なる文化への適応に影響する要因をさらに分析するために、参加者のカルチャーショッ
クと文化変容戦略の関係についてより深い分析を行うために半構造化面接による面接調
査も実施します。 
インタビューの質問の内容： 
(a) カルチャーショックの段階についての捉え方 
(b) 文化変容戦略のタイプについての捉え方 
(c) 来日した理由 
(d) 家族や友人との関係が日本に来てから変化したか 
(e) 時間が経つことによって日本の文化に対する認識が変化したか 
(f) 時間が経つことによって自分の文化に対する認識が変化したか 
 
３ 謝礼の有無 
  謝礼は特にありません。 
４ プライバシーの保護 
インタビュー調査の参加者には連絡先としてメールアドレス、氏名を記入してもらうが、
それらの個人情報の管理は他者の目にかかないよう厳重に行います。収集された質問
紙は鍵のかかる場所に保管し、電子化されたデータは暗号化した上で自分用の PCに保
管します。録音データは匿名化して書き起こし、書き起こした電子データのファイル
はパスワードをかけて保管する。録音データは書き起こしを終えた時点で削除します。 
いずれのデータも、母国（メキシコ）のルールに則り研究修了後 3年を経たのち破棄しま
す。しかし、研究代表者が帰国するなどの理由で 3年間日本に滞在することが難しい
場合は、研究倫理責任者にデータの管理を一任し、データの保管期間が過ぎたら破棄
する形を取ります。 
また、研究結果を八王子国際協会や首都大学東京国際課の職員にフィードバックするとき
も、個人を特定できる形でデータの公表は行わないなど、プライバシーの保護に留意
します。 
５ 研究結果の公表について 
首都大学東京での修論発表会において発表する予定です。八王子国際協会の担当者と首都
大学東京の心理相談室に結果についてのフィードバックを行う予定です。 
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６ 研究参加に関わるリスクとベネフィットについて 
質問紙やインタビュー内容で参加者の過去と現在のカルチャーショックや不適応、ホーム
シックなどの体験を尋ねるため、参加者にとってつらい気持ちを生じるといった精神的負
荷がかかるリスクがあります。そのため、事前に回答したくない質問は飛ばしてもよいこ
と、回答の最中に気分が悪くなった場合は参加をいつでも辞退してよいことを参加者に伝
えておきます。その他にも、外国人のための心理支援に関する情報（相談室）などの情報
を提供しておくことで、リスクを最低限に抑えります。 
ベネフィットについては、希望する参加者に対して研究結果のフィードバックを実施しま
す。また、研究に協力してくれた八王子国際協会や首都大学東京国際課の心理相談室の職
員に対しても研究成果のフィードバックを予定しています。 
７ 参加の取りやめについて 
  インタビュー前、インタビュー途中、およびインタビュー後のいずれの段階において
も不利益なく参加を取り止めることができます。また答えたくない内容については回答
をとばすこともできます。 
８ 問い合わせ等 
  研究内容についての質問等については、冒頭の研究代表者までお問い合わせ下さい。 
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Date:          /               / 
 
Research participation request  
I am conducting a research about "the relationship between the process of culture shock 
and the choice of cultural change strategy" at the Tokyo Metropolitan University Humanities 
and Sciences Graduate School. 
In order to clarify whether there is a relationship between the process of culture shock and 
adoption of strategy of cultural transformation, I have planned the next research. I will pay 
attention to the privacy protection and ethical consideration of research participants.  
Thank you very much for your participation. Before taking part of the research, please take 
a moment to sign the separate letter "Consent Letter". 
 
Researcher     Denisse Moreno  
〒192-0369 Tokyo, Hachioji-shi, Minami-Osawa 1-1 Tokyo Metropolitan 
University 
Graduate School of Humanities, Human Science, Clinical Psychology 
Contact Information TEL: 070-1421-3007 
 E-mail: cultural_adaptation_TMU@outlook.com 
 
Teacher in charge  Toru Nagai                    
〒192-0369 Tokyo, Hachioji-shi, Minami-Osawa 1-1 Tokyo Metropolitan 
University 
Graduate School of Humanities, Human Science, Clinical Psychology 
Research Office 5-201 
 
1. Purpose of the study 
As internationalization and globalization of the world advances, the number of people who 
are affected by culture shocks such as migrants, international students, refugees, business 
people, travelers, etc. are on the rise. 
There are mainly two theories about the influence that an individual receives when it relates 
to a new culture. One is the Culture Shock theory, explaining the process by which 
individuals adapt to a culture step by step. The other is the Acculturation theory that 
classifies and explains the types of strategies of cultural adaptation that individuals have 
chosen to overcome new circumstances, and the process is viewed as permanent rather 
than stepwise. 
This study aims to examine common points of Culture Shock theory and Acculturation 
theory and determine which one is better for use inside of psychotherapy. I will also 
examine the relationship between the adaptation processes for different cultures, taking 
into account the characteristics of different countries. 
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2.  Procedure to participate 
The interview is scheduled for 60-90 minutes. I will obtain permission before the interview 
and will record with an IC recorder. Depending on the availability of the participants, the 
interview will be held at the psychological counseling room in the Tokyo University clinical 
psychology field. The chosen place is quiet, and others can’t listen to the interview. 
To further analyze factors affecting adaptation to different cultures, I will analyze the 
relationship between Cultural Shock and Acculturation strategy and the "Emotional 
Quadrant" to determine what factors affect the most the adaptation the new culture. 
For this, I will conduct a semi-structured interview. 
Contents of the interview: 
(a) What do you think about the Culture Shock Theory? 
(b) What do you think about the Acculturation Theory? 
(c) Reason for residing in Japan 
(d) Has the relationship with family and friends changed since coming to Japan? 
(e) Has the perception of Japanese culture changed over time? 
(f) Has the perception of your own culture changed over time? 
(g) Worries and problems that you have while living in Japan. 
3. About gratification 
There is not economic gratification of any kind. 
4.  Privacy protection 
Participants in the interview survey will be asked to write their e-mail address and name as 
contacts, but that information will be strictly managed by only the researcher. The question 
survey of the first stage of the research will be kept in a secure place, and the digitalized 
data will be under password protection in the personal computer of the researcher. The 
audio data will be erased after the digital transcript is done, and then the data will be 
protected with password. 
All data will be destroyed after three years from the completion of the research according to 
the rules of the home country (Mexico). However, if it is difficult for the researcher to stay in 
Japan for 3 years, I will leave the management of data to the research ethics manager and 
he will discard the data when the storage period expires. 
Also, when feed-backing the research results to Hachioji International Association or the 
staff of the Tokyo International Division of the Tokyo Metropolitan University, I will keep in 
mind the privacy protection, and will not publish data in a form that can identify individuals. 
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5. Publication of research results 
The results of the research will be exposed in the Master Degree Thesis Presentation of 
the Tokyo Metropolitan University. However, I am also going to give feedback of the results 
to the person in charge of Hachioji International Association and the psychological 
counseling room of Tokyo Metropolitan University. 
6.  Risks and Benefits Related to Research Participation 
While participating in this interview, there will be questions about the past life of the 
participants, so there is a possibility of experiencing painful feelings or homesickness. For 
this reason, it will be possible to skip questions you do not want to answer.  If you feel bad 
in the middle of the interview, we can stop and continue later, or stop the interview 
altogether. 
 For benefits, we will provide feedback on the research results to the desired participants. 
We also plan to provide feedback on research results to Hachioji International Association 
who cooperated in the research and staff of the psychotherapy office of the Tokyo 
International Division, the Tokyo Metropolitan University. 
7.  About withdrawing participation 
You can stop participating at any stage before the interview, during the interview, and after 
the interview. You can also skip questions if you do not want to answer. 
8.  Inquiries 
For inquiries about research contents, please contact the researcher with the information at 
the beginning of this document. 
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同 意 書 
 
公立大学法人首都大学東京 
人文科学研究科 人間科学専攻 臨床心理学分野 博士前期課程２年 
モレノ デニッセ 殿 
 
研究テーマ 
 
カルチャーショックのプロセスと文化変容戦略の選択との関係 
 
  使用を許可するデータ 
   音声データ      （許可・不許可） 
 
 
私は、本研究への参加に先立ち、本研究に関する説明を受け、その内容を理
解しましたので、自らの意思により本研究への協力に同意します。同意する証
として署名のうえ、本書を提出します。 
 
 
記入日       年       月       日 
 
 
研究参加者ご署名                              
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Consent letter 
Tokyo Metropolitan University 
Graduate School of Humanities, Human Science, Clinical Psychology 
Master Degree Student, 2nd Year 
Denisse Moreno 
 
Research theme: 
 
“The relationship between the process of culture shock and the choice of 
cultural change strategy” 
 
Data to be use 
   
 Audio data     (permitted / not permitted)    
 
Prior to participating in this research, I received explanation about this research 
and understood the contents, so I will agree to cooperate with this research by 
my own will. I will sign this letter of consent and submit this document to the 
researcher. 
 
 
 
Date: Year/Month/Day   _________/_________/__________ 
 
 
Sign of the participant__________________________________________                                                    
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表 7.1．参加者の出身国の完全なリスト 
出身国 人数 パーセンテージ 
中国 37 21.4 
ベトナム 24 13.9 
メキシコ 13 7.5 
フィリピン 10 5.8 
インドネシア 8 4.6 
コロンビア 7 4.0 
韓国 6 3.5 
タイ 6 3.5 
イラン 5 2.9 
バングラデシュ 5 2.9 
アメリカ 4 2.3 
台湾 4 2.3 
グアテマラ 3 1.7 
マレーシア 3 1.7 
中東 3 1.7 
ベネズエラ 3 1.7 
フランス 3 1.7 
カナダ 2 1.2 
パキスタン 2 1.2 
カンボジア 2 1.2 
スペイン 2 1.2 
ドミニカ共和国 2 1.2 
アルゼンチン 2 1.2 
カザフスタン 2 1.2 
ポルトガル 2 1.2 
イタリア 2 1.2 
ネパール 2 1.2 
ロシア 1 0.6 
スリランカ 1 0.6 
スウェーデン 1 0.6 
マダガスカル 1 0.6 
ドイツ 1 0.6 
モンゴル 1 0.6 
ポーランド 1 0.6 
オーストリア 1 0.6 
イギリス 1 0.6 
合計 173 100.0 
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表 7.2 M-GTAの概念と具体例の完全な一覧 
カテゴ
リー 
サ ブ
カ テ
ゴ リ
ー 
概
念  
定義 具体的な例 
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド 
来
日
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン 
国
際
的
な
考
え
方 
旅行を通じて、または
異なる場所の人々との
関係を通して、外国文
化に関心を示す傾向。 
 
  
I liked the idea of living abroad, to really immerse yourself in another country. (C) 
I had studied abroad, I didn’t take a language course, it was community development class, more 
like sociology class. So it was a focus in community (A) 
日
本
が
目
標
と
し
て 
日本に来る理由は日本
自身である。  外国人
は日本文化に関心があ
り、日本滞在の目標は
日本にいることであ
る。 
I like Japan so much. When I was a child I was always watching Doraemon and anime, and 
Sakura. So it was like my dream to come here. (J) 
I studied Japanese Community in Brazil; I did my major in Japanese Studies. (B) 
 
I always had interest in Japanese culture, and if I was going to get the teaching experience it was 
better to do it somewhere fun. (I) 
 
when I was younger, I was interested in Japan. I used to see documentaries about Japan in public 
TV.(G) 
 
Japan seems like a safe and interesting country.(F) 
 
Japan is a very peaceful country, really secure and very good to live.(D) 
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日
本
が
方
法
と
し
て 
来日の理由は日本とは
関係がない。  外国人
は異なる目標（仕事、
教育など）を持ってお
り、日本はそれを得る
方法の一つである。 
Because I wanted to go somewhere far from my country. (F) 
I got an opportunity from work.(H) 
 
The japan scholarship was the best of the scholarships that I had access in my country, so I 
decided to come here. (E ) 
 
Maybe it’s because my grand grandfather was from China, so I always had interest in the Asian 
countries.(E ) 
家
族
や
友
人
の
サ
ポ
ッ
ト 
支
持 
家族は、個人が日本に
来ることに、幸福感と
興奮を感じる。 
They knew I wanted to live abroad, so they were happy that I could do it. (H) 
My family has always been supportive. It was because it was study related, and wanting to be 
better. (G) 
 
I think they were kind of happy for me to go, they though it was great. I don’t know, it made sense 
for them, because I always had interest in going to another country for a year or two. (I) 
 
My parents were really excited and supportive.(C) 
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ト 
日本への来るの考えに
対する家族の気持ち
は、プラスとマイナス
の両方である。  誇り
と感心の気持ちがある
が、心配と拒絶もあ
る。 
My mother was really upset. Actually, all my family members were upset. But they were also proud 
that I was going to get a high level of study. (D) 
Some friends were like “no, you can’t go so far away”, that kinds of thing, but most people admire 
it because it’s something they will never do (C) 
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非
支
持 
家族は、個人が日本に
来ることに対する恐
怖、怒り、拒絶反応の
感情を表現している。 
They told me not go, that I could have the same opportunities there.  That maybe it was only a 
crazy moment idea, and I would have regrets later. (E ) 
 
My parents are really traditional, so they didn’t like me traveling.(A) 
 
I said Japan and they didn’t have no idea. They couldn’t think of anything bad about Japan. (A) 
 
They were still upset, so they said they wouldn’t pay for anything. So I had to fund myself.(A) 
 
 It was a lot of family drama; I was going to get disowned. (A) 
 
My family was really scared also, because of the Japanese culture. “They are so strict! And there 
are earthquakes and radiation!” (B) 
 
I was waiting for my Visa, when the big earthquake happened, and then, all the people were like 
“No, you can’t go! It’s dangerous!” and even my mom was a bit nervous. (C ) 
 
My parent’s reaction was bad… really bad. I don’t know if it has something to do with being a Latin 
American family… my family is really united, and closed, really closed. (E) 
 
They told me not go, that I could have the same opportunities there.  That maybe it was only a 
crazy moment idea, and I would have regrets later. (E) 
 
Before I got the scholarship nobody took my intentions really serious, they support you, but they 
don’t understand the things yet. (F) 
 
People don’t think is true when you tell them you’re going to Japan, like one professor told me 
“you are too optimistic if you think you will go”, well, look at me now. (G) 
 
They don’t really know anything about Japan.(J) 
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 出 身
国 の
関 係
の 変
化 
関
係
が
同
じ
ま
ま 
個人は、出身国からの
人々との関係が変化し
ていないことを知覚す
る。出身国の関係は遠
いタイプである傾向が
ある。 
No (didn’t change), because I already was in uni in another part of the country and only talked to 
them like once a month or so. I don’t know, we are not a family that needs to be in contact all the 
time. (I)  
We have friends in common with family and my husband. So the friends are mutual, and they 
remained.(A) 
 
Not really (changed), we speak the same. I call my parents once a week and they are going to 
come visit me next week. (H) 
 
Not really (changed), I was not really in contact every day to my family. So here in Japan is almost 
the same.(J) 
関
係
が
変
化
し
た 
個人は、距離と役割の
変化によって出身国の
人々との関係が変わっ
たと認識している。 
I’m worried about my parents because they are getting old, so I feel like I’m missing important time 
with them. (C ) 
With my friends the relationship has changed, but I think it would also have changed if I stayed in 
the UK. Everyone is getting jobs, or getting in relationships, so you don’t have time to catch up. (I) 
 
I missed them a lot, at first, but now I’m used of it.(D) 
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関
係
が
改
善
し
た 
個人は、出身国の人々
との関係が改善され、
コミュニケーション能
力が改善されていると
認識している。 
We started to become closer, and maybe the change from feeling like a child and depending on 
your parents, and when you start having your own life, you start seeing your parents in a different 
way, their struggles and everything. And now I’m very close to my parents. (B)  
Today I receive a lot of support from them; we talk almost every day by text message, and once a 
week by skype. (E) 
 
We don’t talk as much as we used to talk. But I guess the conversations have more content 
now.(F)  
 
The conversations are different. We speak about things we didn’t talk about when I was living 
there, because I was there and she saw me. But now the conversations are deeper.(G) 
 
It’s easier to speak about harder stuff by skype.(G) 
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変
化 
自 分
の 文
化 に
対 す
る 知
覚 の
変化 
比
較
点
と
し
て
の
日
本 
日本での生活の経験の
結果、個人は、比較点
として日本との出身国
の新しい側面や相違点
を認識し始める。 
When I see the technology here; I think that something can be changed in my country. We can get 
ideas and technologies from Japan, and change our country too. (D) 
Sometimes I compare Japan and my country.(C) 
 
Maybe one of the key differences is the level of respect in Japan.(H) 
 
Sometimes I think is better in my country, and sometimes I think is better in Japan, there is no 
constant. (F) 
 
There is a good side of my country and a good side of Japan as well. (J) 
 
I think Japan and Indonesia are too similar. They have differences, but they are also very similar. 
(J) 
 
 Everyone here was quiet, so that was not like America.(A) 
 
Not so many differences, we are from the same Asia. (D) 
 
Socially, they are not that similar… there are little differences, like thinking.(D) 
 
About Poland… I don’t know, people are not as friendly, I guess. Everybody is friendly here.(F) 
 
I think Japanese people are also a lot more polite, to the extent that they can’t say no.(H) 
 
I haven’t had a bad social experience here, it’s always really good. (I) 
 
When Japanese plans stuff, they always think about the future. In Indonesia, we don’t think about 
the effects of things we do.(J) 
知
覚
が
良
く
な
っ
た 
日本での生活の経験の
結果、個人は前より、
自分の国を高く評価す
る。 
I know there is a lot of insecurity and ignorance about a lot of things. But now that I’m here I think I 
can appreciate a lot more about my culture. (G) 
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知
覚
が
悪
く
な
っ
た 
日本での生活の経験の
結果、個人は自分の国
について新たな否定的
感情を生じる。 
My perception has been getting worse, I think… I see how Japan developed so much in so little 
time, and then I see my country and I feel disappointed. (E ) 
When Japanese students clean their own classrooms that helps them with work ethic, and routine, 
and hygiene. We don’t have that in the UK and I think that makes more lazier. I think that the thing 
that changes is that the people in the UK are lazier than Japanese people. (I) 
 
So in a way I can only see a negative perception, because the bad things that happened or the 
bad things that people say it’s what I hear more often.(C) 
 
I think the main difference is that Japanese people are more concerned with doing things good for 
society, like you can see Japanese people picking up trash, while in England people would only 
pass and don’t do it, like it’s not your problem.(H) 
 ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
し
て
の
国
家 
個人が日本に到着する
と、出身国はアイデン
ティティの重要な部分
になる。  個人は、日
本にいる間に自分の国
を代表する責任がある
と感じるかもしれな
い。 
It’s like your identity is related with your nationality. They ask where are you from, and your 
country becomes part of your identity, of who you are. (B) 
I was the Foreign Cultural Ambassador for the school. If anything happened in the news, like right 
now, with the shooting in las Vegas, when I was in Hamamatsu all the teachers would asked me 
about it, and about what I think about guns, or why people have guns in America, and whenever I 
saw something in the news I had to think about it and have a reply ready for the people in the 
school. (A) 
 
Like an ambassador of your country. (B) 
 
I know more about my culture, because people ask me about things I don’t know. (G) 
 
when I was in the US they always ask you what you are. When I was there I wasn’t American, I 
was Mexican for them. They see my last name, or I don’t know why. I could tell I was not Mexican. 
But when I came to japan, and they asked me where I was from I had to say the US, I’m 
American.(A) 
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自 分
自 身
で 知
覚 さ
れ た
変化 
自
活
で 
日本での日常生活の中
で新たな課題に直面す
ると、自分で新しいこ
とをすることができる
ことを発見した人がい
って、出身国よりも他
人に依存していること
を発見する人もいる。 
Here in Japan I can’t be as independent as I was in US. (A) 
I was very dependent person in Portugal, I wasn’t adventurous. I wasn’t on my own, I depended 
on my parents. (B) 
 
I’m more independent, because I lived with my parents and I was completely independent to them 
there. (A) 
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
で 
個人は、出身国に住ん
でいたときよりも効果
的にコミュニケーショ
ンできるようになった
と認識している。 
 
I can communicate more easily with people who can’t speak English well, and some things more. 
(C ) 
By coming here, I think I become able to speak to a lot of people. I’m not scared (to talk) 
anymore.(E) 
発
達
段
階
で 
日本に居住すること
は、青年期から成人期
への移行に内在する課
題と責任の変化と同時
に起こる。 
It’s my first time living in a different country where I don’t know anyone, and in a place that is so 
different than London. So I needed to be more efficient. (H) 
it’s my first time living alone, maybe I just grown up.(G) 
 
Is also the first time I live alone. So I need to think about a lot of things I didn’t think before. (H) 
 
I have a full time work, and I’m really happy with it. I still have time and money to do the things I 
like when I’m not working, so it’s really cool for me. I never thought that I was going to be happy 
with a job like this.(I) 
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 日 本
の 社
会 的
な 関
係 
社
会
的
な
壁 
個人は、日本国内の社
会関係に従うパターン
を理解するのに問題が
あって、社会的包含を
妨げる。 
I had really personal and close friendships there and now here in Japan I can’t get friendships like 
that. (E ) 
It was hard to make Japanese friends…  In my workplace the problem was age, it was a 
commercial high school, so the teachers were older, and also gender, they were a lot of male 
business teachers. (A)As a woman I was worried, because the role of the woman in the Japanese 
Academia is still… there aren’t still too many woman professors in Japanese Universities. (B) 
The people were so close, we went to each other houses and talk a lot. But here, is only a 
professional relationship, so when you go outside, you no longer have a relationship with them. (J) 
 I think the social circles are really defined (…) I would say is very separated, the work relation and 
outside work. (B) 
Even if I like to see my coworkers and expend time with them, we can’t get as close. (C) 
So I’m worried about how my child is going to adapt to live here, because he is not Japanese at 
all, so, trying to find a school situation for him, where he can be comfortable, that he doesn’t feel 
like an outcast (C) 
I think when you have some small problems, (Japanese friends) can help. But if I had some big 
problems, I don’t think they would help. (B) 
Even when people are speaking the same language sometimes there nuisances that are missed, 
some cultural differences.(C) 
 I can’t get any deep connections with Japanese people… you never overcome the acquaintances 
with Japanese. (G) 
I have the feeling that I need to be always doing things, and knowing new things, because I have 
little time. (H) 
They think a lot about the blood thing, like if I tell them I’m American but my blood is Mexican they 
freak out.(A) 
this is like the American approach, you don’t hug, you don’t touch, you keep a distance. (A) 
Japanese don’t talk much. And when they talk about stuff, things are shallow. (F) 
people here can just ignore what happens around them and that is ok. They only worry about 
themselves. (E) 
Here everyone is equal, everyone is the same. Nobody is different, they even dress the same. But 
in Indonesia we have a lot of tribes... (J) 
people are so fix with the rules, they don’t know how to bend the rules. They are not flexible. (G) 
people are a little cold. Maybe is because, of course, Tokyo is a big city and everyone is always 
busy, in a hurry.(I) 
(about nomikai) I thought it was really weird to expend all this money with your coworkers and not 
your close friends.(A) 
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日
本
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
イ
ル 
日本のコミュニケーシ
ョンスタイルを理解す
ることは困難である。
個人は、出身国で行っ
たように自分の気持ち
やアイデアを自由に表
現することができない
ときには、不満を感じ
る。 
It’s not like they don’t have emotions, I know they have, but it’s like the system teach them since 
they were kids how to suppress the emotions, and the opinions. (B) 
In the US you can talk about your family, and people are proud of it. And they talk about it. But in 
Japan you cant talk about that at work.(A) 
they have this view, and that’s the “shoganai” that I hate, because it’s the way it is, and something 
is wrong and shoganai and no! If something is wrong, you can complain and protest! (B) 
Also the “Gaman”, no, just be patient. If something is wrong you cant do anything. (B) 
, if there is something I don’t like or complain about, usually the boss will explain to me why. But 
here people don’t feel like they need to explain why.(C) 
Americans feel like you should always say what you mean and be honest about your feelings and 
be direct about your opinions, don’t try to hide them or be untruthful. (C) 
 I think it may be a little stereotypical, but Japanese people don’t say things directly.(E) 
when you do something wrong, Japanese people don’t say anything about it. They just behave 
different. But they don’t say it! (J) 
If they have an opinion that is different from the others, I think they just hide it and change it so the 
others can’t see that they have a different opinion.(F) 
N
o
m
ik
a
i e
ffe
c
t 
個人が日常生活の中で
日本人によって社会的
かつ感情的に無視され
るように感じるが、飲
み会では個人に対する
態度や日本人のコミュ
ニケーションスタイル
が大幅に変化する時に
起こる。 
Even if they were friendly to you speaking English to you the night before, they don’t want to do it 
again. (A) 
After having a couple of drinks, Japanese can suddenly can speak English! And they suddenly say 
to you “I was studying in Canada when I was young, I was there for two years!” it’s like, I been 
working here for months, where were you! I couldn’t speak to anyone! (A) 
 
I don’t want to be friends with them only when they are drunk. It’s like a screen. They act different 
inside and outside. (G) 
Like, in an izakaya, when they drink a little they get more sociable, they start talking with random 
people.(I) 
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問
題
と
心
配
 
問 題
と 心
配 
手
続
き
の
や
り
方 
日常生活（ショッピン
グ、勉強、医療など）
に必要な手続きは、そ
れを実現する方法を理
解できず、欲求不満を
感じている個人にとっ
ては新しく複雑であ
る。 
Bureaucracy is so complex in Japan. (B) 
I don’t know if it’s a general trend in Japan, but things don’t get really well explained. Everything 
was just in the air.(B) 
 
I just pretend that I understand. And if something was asked directly to me, I would make this 
panic face, and my professors would give up. (B) 
 
I’m really afraid to go to the doctor here in Japan. I don’t really know how the system works 
here…(E) 
日
本
の
仕
事
文
化 
日本の仕事文化は、大
変であると認識されて
いて、ストレス要因に
なる。 
 
 
I also think that the Japanese work culture is too hard, too strict, too much hours and that. That 
made me grateful that British culture is more accepting to many things in work. (I) 
I don’t think is the best environment to focus in your study. Everyday life stress, until today I feel 
like there are a lot of things that I can’t solve by myself. (B) 
 
I will be working in my thesis and looking for a job at the same time and I can’t even think how 
hard that is going to be. (B) 
 
here I can’t do anything. My first year I also came on Sunday. Even now, I come on Saturdays, but 
Sunday is optional. So I didn’t have my me time. Always lab, lab, lab. (J) 
 
Having to work too much is a worry for me.(F) 
 
coming from the US it’s a little bit scary how much work do kids do here, like going to cram school, 
studying English outside school, the homework. (C) 
 
They work long hours. (E) 
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宗
教
的
実
践 
祈りや食生活のような
宗教的な実践は、日本
人が理解できないもの
として認識され、保持
することは困難にな
る。 
But here is hard to pray. The work in the lab is so strict. I cannot find a place to pray, or a time. (J) 
It’s really difficult to do religious stuff. I need to say to the teacher, sorry, I need to go out. And I 
think is not good for the Japanese. I think my teacher doesn’t understand. (J) 
 
I’m a Muslim, so my first concern is food, because we eat only halal food.(D) 
 
But in the campus I’m in, we don’t have a pray room, so I need to go back to my house to pray.(D) 
言
葉
の
壁 
日本語を使いながら自
分自身を表現したり、
他人を理解することに
問題があり、日常生活
に問題なる。 
It was really difficult to communicate in the conbini when I got here. (D) 
With the Japanese I still have the worry that I’m not saying the things right, and that I’m going to 
say something wrong. (E) 
 
I’m not able to communicate properly, because Japanese people don’t speak English and I don’t 
speak Japanese. (I) 
 
I need maybe someone to help me translate, someone to …usually the language. (A) 
 
I couldn’t express myself, and I failed when I was left by my own. Even now when I need to do 
things by myself I’m lost. My Japanese is not so bad, but its not enough for everyday life. I think 
this is a big  big big eh, complication. (B) 
 
Once I bought something thinking it was chicken and then I went home and it was something 
completely different. (C) 
 
Language barrier, there is. But that’s like, my problem, because I don’t study enough.(F) 
 
I decided to learn hiragana and katakana. But like two months before I got stuck, I can’t seem to 
learn more.(H) 
 101  
 
人 種
差別 
拒
絶
感 
外国人であるため、拒
否されていると個人は
認識している。  これ
には、直接攻撃とマイ
クロアグレッションが
含まれる。 
When I was alone, if someone was looking at me I realized it because I was different. (A) 
there were a lot of comments, like micro-aggressions, like “oh I got my bicycle stolen, it was 
probably a Brazilian!”, but the Brazilian are Japanese descendants, so it doesn’t make sense.(A) 
when I was looking for an apartment, I was rejected because I was a foreigner(A) 
sometimes when I go to a store, I can feel like the people there are watching me, following me. (A)  
I think there is, but they don’t realize. (B) 
I went once to a place in Shinjuku, there are a lot of izakaya. And in once place it was written 
“Japanese only” (B) 
It’s like they feel like they can express “I don’t like people from this country”. (C) 
my friend and I were speaking in Spanish and the lady saw us with fear, and then she got up, and 
walked to the other side of the wagon. (E) 
A man, maybe in his 60’s, maybe he got angry because I was really near him speaking in Spanish, 
and he pushed me. (E) 
it’s not illegal in japan to deny someone an apartment because of their race or gender. There were 
a couple of apartments I was trying to get, and the people from the company told me I couldn’t 
because I was a foreigner. I was really shocked.(I) 
I don’t want to have attention just because I’m a foreigner. I want to have attention because I’m 
good, or smart. Not just because I’m a foreigner. (G) 
 I don’t want to be the gaijin pet, just because I’m the gaijin there doesn’t mean I’m going to have 
interest in talking to everyone.(G) 
outside the school, everywhere I go, everyone will be looking at me. It’s so different. Maybe I’m 
different in fashion (laugh). For the first time I don’t feel comfortable going out.(J) 
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過
小
評
価 
外国人であるため、自
分の能力は過小評価さ
れていると個人は認識
している。  これに
は、日本人の温情主義
的態度も含まれる。 
It feels like they think that foreigners can’t learn Japanese. They just say shoganai, like there is no 
way for it to happen.(B) 
They look at you, and they start speaking English immediately. They assume you can’t speak 
Japanese.(B) 
I know that people who know the language have higher expectations at work. (A) 
Maybe they feel because I’m different, they have the right to say others how you behave. Its like 
you are not a person, you are more like a toy, or something they saw in TV. (G) 
People think that I’m stupid because I don’t understand Japanese. (G) 
You can say the simplest word, like “ohayo gozaimasu” and everyone starts saying “oh, you’re so 
jouzu! Your Japanese is so good!” I think is a little condescending. (I) 
I think they want to help you because they assume you can’t, like things are too difficult for a 
foreigner to do them in Japan, and they want to help you. (H) 
When my lab has a meeting, not related with research, like for… job hunting or so. They don’t 
invite us, the foreigners. Because the sensei will speak in Japanese. So they think we won’t 
understand.(J) 
肯
定
的
な
人
種
差
別 
「Gaijin Privilege」と
も呼ばれる。  個人
は、外国人であること
が彼らに一定の自由を
与え、特定の責任から
免除されていると認識
する。しかし、普通、
この自由は日本人が外
国人が不十分な能力が
あると思うから起源す
る。 
Sometimes it’s very beneficial. I’m glad I am a foreigner in Japan, because I’m not expected to act 
in certain ways, some kind of outsider rule. (B) 
I gain from this discrimination, I don’t lose. For example, if I was a Japanese person trying to do 
something, maybe they won’t allow me to do it, but as a foreigner they let me do it, because they 
assume I don’t know. (F) 
at the shop, I guess I’m more memorable so they identify me when I go and remember me, and 
sometimes they give me free stuff because I’m a foreigner.(F) 
Like when I was getting my job in a bar, I called and they weren’t sure of me, but they saw me and 
they hired me because I was a foreigner that looked different. I’m sure that I got the job because 
I’m different. It’s an advantage. (G) 
But a lot of times you can gain from this discrimination, they don’t expect as much.(G) 
I think discrimination is a strong word. I do think Japanese people treat foreigners different, but I 
think is not necessary in a bad way. (H) 
I know there is a kind of gaijin privilege thing. Sometimes because you’re a foreigner people will 
treat you really well.(I) 
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問 題
解決 
人
と
機
関
か
ら
の
手
伝
い 
個人は、機関（学校、
職場、専門センター、
等）を通じて、または
他の人々との関係を通
して、日常生活の問題
を解決するのに役立
つ。 
My teachers also helped me translating letters or so, also in the City hall I needed to find someone 
to translate. (A) 
 I think the Japanese friends I made were people who were interested in English at first. (A) 
In activities I do I like to maintain some people from both sides, Japanese and Foreigners.(A) 
The University found us the company to get an apartment to all the people coming here(B) 
I had a tutor for one year and he helped me so much. (J) 
my coworkers had to help me, and I think that’s ok, that’s what they supposed to do, the company 
expects that. (C) 
I ask my Japanese father for help.(G) 
kanji are impossible, so I get the help from the tutor.(D) 
I have some close friends in my class, they are very good and very helpful, I have a lot of fun with 
them too. (D) 
I went to classes in the City Hall with volunteers(E) 
I always have to ask for help translating my mail.(E) 
I’m quite lucky to have really good friends and colleges at work that help me, and they have really 
high level of Japanese and they help me when I need it. (H) 
I have a Japanese boyfriend, so that’s t a lot of security for me. (B) 
My girlfriends can speak Japanese and she helps me.(F) 
技
術
か
ら
の
手
伝
い 
 
個人は、自分で技術の
使用を通じて、日常生
活の問題を解決するの
に役立つ。 
I also try to look in google and google images the words I need. (I) 
I was always using google translate to survive.(D) 
問
題
を
無
視
す
る 
個人は問題を解決する
ことができず、解決す
るために援助を求める
ことができないので、
問題を無視することを
選択する。 
If it’s something important I ask for help, if not, I ignore it. (F) 
if it doesn’t have my name is not important. If it’s important is going to come back.(G) 
 
 I quickly realized that it was better not to worry about little things and just let it go.(H) 
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適
応
 
適応 適
応
は
可
能 
適応という個人の概念
は、生活の質によって
定義できるので、快適
に暮らすことができれ
ば適応することが可能
である。 
I feel adapted because I can live my life normally.(G) 
I think life in Japan is pretty easy.(F) 
I think I’m still learning about here… But I think I am adapted enough.(J) 
I think I am adapted. Like I was being able to enter the new routine. (H) 
Everybody can get used to a new culture, to a new environment. So if someone needs help from 
the new environment, we need a friendly environment.(D) 
本
当
の
適
応
は
不
可
能 
新しい文化への適応は
不可能であり、外国人
は常に新しい文化の中
で外人であるという個
人の考え。 
I don’t know if you can 100% adapt to a new culture. (B) 
The culture is changing, so it doesn’t make sense to me to adapt to it. Just respect is good. (B) 
But I don’t feel really adapted. Not 100%. I can’t say I’m adapted, because I don’t know 
everything.(E) 
I’m very copycat in my way to behave, try to behave in the same way that the people there are 
behaving, and not be in their way. (B) 
I think that always is going to be like this. I’m going to be the foreigner that doesn’t know, and that 
is not going to change. I’m think I adapted, but that doesn’t mean you like it or not, but you can do 
your normal life.(G) 
I think I’m comfortable but of course, not a real Japanese.(I) 
I’m just a guest here and I need to respect the host. (F) 
I respect Japanese culture, but  I know I can’t be never Japanese. Even if you get the citizenship. 
Even if you get plastic surgery.(F) 
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適 応
プ ロ
セ ス
の 順
序 
連
続
的
な
適
応
プ
ロ
セ
ス 
個人の適応は連続的な
順番に従って行われ、
個人が適応できたと感
じると、そのプロセス
に戻ることはできな
い。 
I don’t know if fits in terms of adaptation but how do you deal. I think yeah, at first you are in shock 
and everything is new, and then if you want, you can start learning about and getting used to, and 
then in the next stage you can adapt to society and be part of it. And in that part you start seeing 
the bad parts. That was happened to me, thought. (B) 
I think depend on the person, because everyone can have a different experience. In my case I 
think it was like that. AT first it was a shock to come here, and I think I’m more adapted now that 
one year before. (E) 
At first everything is great and then the language barrier comes and everything is a crisis. For me, 
that was the time I couldn’t really communicate with people, but, in the third stage, I started using 
the Japanese I knew to really communicate, maybe in a simple way, but I could do it. (I) 
I think I am between the third and the fourth stages, because I haven’t adjusted some things, like 
the food. (D) 
In terms of steps, I feel like my comfort level in my adoptive country has increase over time, I can 
do more things. (C) 
When I arrived here in Japan I was really like a Honeymoon. I felt the same. I felt really happy, 
because it was my dream to come here. But this was only for the first month. After that, my lab 
started and I was in crisis. Working too long, it was very bad. Maybe is also kind of related with 
Japanese behavior and that.(J) 
不
連
続
的
な
適
応
プ
ロ
セ
ス 
 
個人の適応は連続的な
順番に従わず、通常動
的であり、特定の状況
下では逆転することが
できる。 
I feel that even when you’re used to the culture, even if I was in the US, and move to Texas, I 
would need to go back the steps and get everything in order again. A lot of factors change, what 
works in one place may not work in another. (A) 
 
Somedays I would feel like I love this place and everything is perfect, and some days I feel like 
there are problems but I can overcome them, and other days I feel like in the middle of a crisis. (F) 
 
I don’t think we can’t really get out of each stage; we go back and forth because there are a lot of 
new situations.(F) 
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文 化
的 態
度 
両
方
の
文
化
が
重
要 
個人が自分の文化を守
りながら、新しい文化
にも積極的に参加する
傾向。 
I hope I can stay in the middle (of both cultures), but it depends on how long have you been here. 
(A) 
 I’m from Bangladesh but I’m here, so I want to keep both of the cultures. I can’t be Japanese, but 
I need to respect and adapt to these Japanese culture. If not, I can’t live here. (D) 
I would like to keep both of the cultures. Like, I have hashi and spoons in my house. Being here 
just give me another window open about doing different things. I can learn about both cultures.(G) 
In my apartment I don’t wear shoes, so I think that have influence me a lot. Little things like that, I 
think.(C) 
I’m comfortable here, and if I had the opportunity, I would like to live here forever. Probably 
because I don’t feel the need to go back to England, but I don’t want to give up my English 
identity, that’s part of me, I can’t be Japanese either. (I) 
There are people who have no interest in going back to their own country. I feel like kind of 
between, I like to life here and I would miss being here. But I also miss my own country.(C) 
新
文
化
が
よ
り
重
要 
個人が自分の文化を無
視しながら、新しい文
化を自分のものとする
傾向。 
I’m in love in Japan. I really want to stay here.(D) 
I want to work here. I don’t want to leave Japan now. (E) 
I feel like Japan is my country. I love japan because of that.(D) 
I think I really have an inclination for Japanese Culture. I know I’m going to be here for only a few 
months. So I want to do as many as Japanese things I can, to live how Japanese people live. Of 
course there are things that I do now that I didn’t enjoy in England. For example, in England I 
never went to a karaoke, but here I go. I think is an important part of culture.(H) 
I got a little Japanese I think.(D) 
出
身
文
化
が
よ
り
重
要 
個人が自分の文化を守
りながら、新しい文化
を無視する傾向。 
Even if I get the permanent visa, I wouldn’t forfeit my American nationality. (C ) 
I hope I can stay in the middle, but it depends on how long have you been here. When you first 
move you can be comfortable with English speakers. If I stayed a lot with Japanese people I would 
get really homesick. (A) 
 
Here everyone is the same, but maybe is difficult to them to change… I need to be in the 
Indonesian side in that one. I cannot be Japanese in that. (J) 
 
I don’t feel like I’m a part of the culture here.(C) 
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文
化
に
興
味
が
な
い 
個人が自分の文化と新
しい文化の両方を拒否
または無視する傾向。 
 It’s not like I don’t like my country, but I like my family and my friends, no the country. (E ) 
I don’t consider myself of neither of those cultures.  (E) 
 
Even if I don’t like to deny my own culture, I didn’t come here to preach about my own culture or 
protect it here. (E) 
 
a lot of the teachers who come, are like, exclusive. “I’m from the UK, I only hang out with British”, 
so they become in a bubble of their country or language.(A) 
 
